
ス
パ
ル
タ
の
制
度
と
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
伝
説

立
法
伝
説
の
形
成
と
そ
の
時
期

新
村
祐

一

郎

スパルタの制度とリュクルゴス伝説（獅村）
ξ
～
乏
苛
》
～
ー
ミ
．
配
・
「
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
【
要
約
U
　
紀
元
前
五
世
紀
以
降
、
ギ
リ
シ
ア
の
伝
承
の
上
で
は
、
ス
パ
ル
タ
の
諸
制
度
を
整
備
し
た
人
物
と
し
て
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
名
が
譜
ら
れ
て
い

　
る
。
し
か
し
、
ス
パ
ル
タ
の
諸
制
度
は
、
当
初
は
、
リ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
の
名
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

晒　
　
こ
の
捌
度
が
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
と
の
関
連
に
お
い
て
、
語
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
、
何
時
頃
で
あ
り
、
そ
れ
が
如
何
な
る
事
情
に
よ
る
の
か
、
と
い
う
点
は
、

　
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
で
は
、
ほ
と
ん
ど
、
論
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
間
の
事
惜
を
明
ら
か
に
ぜ
ず
し
て
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
立
法
伝
説
の
成
立
に

　
つ
い
て
論
議
七
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
私
は
、
先
ず
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
を
考
慮
に
入
れ
ず
に
、
ス
パ
ル
タ
の
古
制
度
の
成
立
過
程
を
た
ど
り
、
所
謂
「
リ

　
ュ
ク
ル
ゴ
ス
制
度
」
が
、
実
は
、
前
八
世
紀
初
頭
と
、
第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ァ
戦
争
後
と
に
、
別
個
に
、
成
立
し
た
制
度
を
合
一
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

　
し
、
次
に
、
立
法
事
業
と
無
関
係
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
な
る
人
物
の
素
性
を
探
求
し
、
こ
れ
が
、
本
来
は
、
ス
パ
ル
タ
の
護
国
英
雄

　
で
あ
っ
た
、
と
推
論
す
る
。
以
上
の
二
個
の
問
題
（
古
制
度
の
成
立
過
程
・
リ
ュ
ク
ル
．
認
ス
の
来
歴
）
を
探
求
し
た
、
そ
の
成
果
の
上
に
立
つ
で
は
じ
め
て
、

　
古
制
度
と
リ
晶
ク
ル
ゴ
ス
の
名
と
が
結
ば
れ
た
事
清
を
求
め
得
る
の
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
、
立
法
伝
説
成
立
の
背
景
を
知
る
手
が
か
り
を
も
得
る
の
で
あ
る
。

は
　
し
　
が
　
き

．
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
代
表
的
な
ポ
リ
ス
と
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
と
ス
パ

ル
タ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
テ
ナ
イ
に
比
し
て
、
ス
パ
ル

タ
は
文
化
主
義
で
は
な
く
素
朴
主
義
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
、
か
つ
ま

た
、
特
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
盛
期
に
お
け
る
ス
パ
ル
タ
は
、
そ
の

綱
度
に
お
い
て
も
、
市
属
の
日
常
…
生
活
に
お
い
て
も
、
他
の
ポ
リ
メ

と
は
著
し
く
異
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
古
代
ス
パ
ル
タ

の
諸
制
度
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
、
最
も
古
い
竜
の
と
考
え
ら
れ
る

の
は
、
テ
ユ
ル
タ
イ
ナ
ス
の
詩
の
断
片
で
あ
る
。
そ
の
他
、
へ
群
ド
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ト
ス
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
処
女
に
見
ら
れ
る
記
事
、
ク
セ
ノ
ボ

ソ
、
エ
ポ
ロ
ス
な
ど
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
た
も
の

と
し
て
は
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
は

ロ
ー
マ
時
代
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
ス
パ
ル
タ
の
諸

輝
度
の
成
立
過
程
及
び
国
家
の
発
展
の
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不

明
の
点
が
多
い
。
し
か
し
、
前
世
紀
以
来
、
欧
米
の
諸
学
者
が
乏
し

い
史
料
を
用
い
て
、
ス
パ
ル
タ
史
の
解
明
に
努
力
し
て
お
り
、
更
に
、

今
世
紀
に
入
っ
て
よ
り
は
、
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
、
ス
パ

ル
タ
の
発
掘
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
私
は
、
ス
パ
ル
タ
が
前
四
世
紀
以
来
、
急
速
に
衰
亡
せ
る
原
m
囚
を

求
め
ん
が
た
め
に
、
盛
時
の
ス
パ
ル
タ
社
会
を
解
明
し
た
い
、
と
考

え
る
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
屯
、
本
稿
で
は
、
ス
パ
ル
タ
の
立
法
者
と

し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
き
さ
号
慧
り
に
関

す
る
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
伝
承
に
よ
る
と
、
ス
パ
ル
タ
で
は
、
リ

ュ
ク
ル
ゴ
ス
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
、
そ
の
政
治
組
織
亀
鼓
会
制
度

も
整
備
せ
ら
れ
た
、
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス

が
実
在
の
入
物
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
議
論
が

あ
る
。
私
は
、
直
接
、
こ
の
問
題
に
は
触
れ
ず
、
立
法
伝
説
と
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
る
眼
り
で
の
り
ュ
ク
ル
ゴ
ス
を
と
り
あ
げ
た
い
。

　
在
来
の
リ
ニ
ク
ル
ゴ
ス
に
関
す
る
諸
研
究
で
は
、
立
法
者
リ
ュ
ク

ル
ゴ
ス
の
実
在
性
を
云
没
し
、
し
か
る
後
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
名
を

冠
せ
ら
れ
た
る
ス
パ
ル
タ
の
古
制
度
を
解
説
し
て
い
る
も
の
が
圧
倒

　
　
　
①

的
で
あ
る
。

　
私
は
、
こ
こ
で
、
こ
れ
ら
諸
…
研
究
の
成
果
を
考
慮
し
つ
つ
も
、
独

自
の
立
場
よ
り
、
ス
パ
ル
タ
の
諸
制
度
の
成
立
過
程
を
た
ど
り
、
次

い
で
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
な
る
人
物
が
、
そ
も
そ
竜
何
者
で
あ
る
か
に

つ
い
て
考
究
し
、
最
後
に
、
古
制
度
と
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
如
何
な
る

関
係
に
あ
る
か
を
究
明
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
衰
退

期
と
い
わ
れ
る
前
四
世
紀
の
ス
パ
ル
タ
の
状
況
と
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
伝

説
と
が
、
何
等
か
の
関
係
を
有
す
る
か
否
か
を
も
合
わ
せ
考
え
た
い
。

①
累
①
。
。
ρ
ゆ
．
（
＜
o
既
霧
ω
ヨ
目
σ
Q
ω
σ
Q
。
。
。
。
三
島
8
い
鋳
巴
器
ヨ
○
霧
噌
多
妻
○
阜

　
ω
o
｝
δ
　
N
9
苗
。
げ
ユ
津
　
び
メ
目
”
H
G
。
o
。
O
y
　
し
d
¢
。
自
。
ド
9
（
Ω
ユ
①
〇
三
。
。
o
げ
。

　
ω
3
霧
ω
園
自
湿
山
P
ω
匂
り
①
Q
。
ω
一
刈
日
メ
お
ト
⊃
①
y
O
財
ユ
ヨ
①
ρ
囚
．
鑑
．
日
　
（
〉
？

　
a
①
導
Q
D
唱
p
罫
p
お
き
y
頴
p
ヨ
ヨ
9
誌
冒
客
○
・
好
（
8
冨
ピ
》
、
2
お
霧
⇔

　
器
｛
o
同
ヨ
鉾
Q
り
℃
鎚
仲
2
冒
霞
一
峯
｝
9
出
色
冨
訊
。
ω
ε
a
Φ
。
。
ぴ
図
図
“
お
切

　
O
ソ
創
窪
b
d
o
①
さ
ノ
く
．
（
い
8
0
巳
き
ω
9
象
β
お
㎝
湛
）
な
ど
は
、
い
ず
れ

　
も
レ
ユ
ク
ル
ゴ
ス
を
実
在
せ
る
人
物
と
し
、
前
九
乃
至
八
世
紀
に
後
の
ス

　
パ
ル
タ
の
諸
制
度
（
の
墓
礎
）
を
確
立
し
た
、
と
論
じ
て
い
る
が
、
累
①
団
○
が

　
国
P
（
ピ
《
搾
舞
σ
q
8
く
。
路
Q
り
唱
ρ
ユ
P
男
。
誘
。
｝
崔
⇔
σ
Q
①
貰
N
民
選
富
ロ
○
①
－

　
ω
o
践
。
霧
o
H
ω
Q
り
．
b
o
目
ω
i
b
っ
Q
。
ρ
一
〇
。
り
鱒
）
は
り
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
実
在
を
否
定
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スパルタの綱度と1］ユクルゴス像説（漸村）

し
て
い
る
。
ま
た
、
乞
Φ
仁
ヨ
銭
ご
y
H
抑
駒
（
U
冨
国
一
口
磁
梓
亀
蓬
ご
σ
q
α
o
。
。
萌
℃
簿
㍗

鑓
簿
δ
o
げ
。
昌
ω
＄
p
お
ぎ
岱
。
同
首
閃
瓢
蹟
♂
o
げ
。
⇒
＜
o
蹴
霧
切
⊆
轟
σ
q
讐
瓢
冨
ε
H
7

。。

盾
ｰ
Φ
N
Φ
諄
。
。
o
げ
円
龍
け
図
O
＜
担
一
㊤
O
①
）
　
は
り
ェ
ク
ル
ゴ
ス
伝
説
が
歴
史
事

実
を
骨
子
と
し
て
い
る
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
古
制
度
を
研
究
し
て
い

る
。
な
お
原
野
園
薄
士
『
ル
ユ
ク
ル
ゴ
ス
伝
説
と
そ
の
L
出
馬
史
無
意
義
』

（「

M
リ
シ
ア
史
研
究
」
所
…
収
）
鼻
少
生
。

一
　
ス
パ
ル
タ
の
諸
制
度

　
ス
。
ハ
ル
タ
の
請
制
度
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
ト
ウ
キ
晶
デ

ィ
デ
ス
、
　
ク
セ
ノ
ポ
ソ
、
　
エ
ポ
ロ
ス
、
プ
ラ
ト
ン
、
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
に
も
一
記
述
が
あ
る
が
、
最
も
ま
と
ま
っ
て
い
る
の
は
、
プ
ル
タ
ル

コ
ス
の
『
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
伝
』
で
あ
る
。
以
下
、
主
と
し
て
、
こ
の

プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
が
、
私
の
考
察
の
対
象
は
、
こ
こ
で
は
、
リ

ュ
ク
ル
ゴ
ス
で
は
な
く
、
ス
パ
ル
タ
の
制
度
で
あ
る
。
プ
ル
タ
ル
コ

ス
に
よ
る
と
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
立
法
、
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
多

方
面
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
三
項
に
分
っ
て
、
諭
ず

る
こ
と
に
す
る
。

　
一
　
政
治
組
織
に
つ
い
て

　
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
「
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
伝
」
第
六
章
に
、
レ
ト
ラ

蔦
芯
。
－
、
9
藁
な
る
膏
黒
茶
が
見
え
る
。
　
レ
ト
ラ
は
ス
パ
ル
タ
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

単
に
、
　
「
法
律
」
「
法
案
」
を
意
味
し
た
が
、
こ
こ
で
い
う
レ
ト
ラ

は
、
デ
ル
ポ
イ
の
託
宣
で
あ
る
。
そ
の
文
句
は
、
理
解
し
難
い
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

も
あ
り
、
種
た
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
、
q
O
部
族
の

再
編
成
を
行
う
こ
と
、
働
王
を
含
む
三
十
人
で
長
老
会
誘
も
。
竃
§

を
設
け
る
こ
と
、
③
民
会
譲
葉
鳶
藏
を
時
々
開
催
す
る
こ
と
、
の
三

点
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
明
・
臼
で
あ
る
。

　
G
ゆ
部
族
の
再
編
成
　
こ
こ
で
は
、
ピ
ニ
レ
給
気
心
及
び
オ
バ
魯
篤
駄

と
い
う
二
つ
の
単
語
が
問
題
と
な
る
。
前
者
は
、
ド
リ
ス
人
の
三
部

③族
の
如
き
血
縁
的
共
同
体
を
意
味
す
る
一
方
、
後
者
は
、
ラ
コ
ニ
ア

独
特
の
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
ス
パ
ル
タ
の
ピ
ュ
レ
の
小
分
け
を
意

味
す
る
、
と
い
わ
れ
る
。
レ
ト
ラ
に
は
§
鳶
n
℃
気
当
嚇
遷
べ
黛
款
ミ

巳
鷺
凸
さ
篤
激
ミ
ミ
と
書
か
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
　
こ
れ
は

「
ピ
ュ
レ
を
設
け
、
オ
バ
を
設
け
」
と
解
す
る
説
と
「
ピ
ュ
レ
を
保

存
し
、
オ
バ
を
設
け
」
と
解
す
べ
き
だ
と
の
説
と
が
あ
る
。
前
者
を

と
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
ド
リ
ス
の
三
部
族
を
解
体
し
て
、
新
に
、
地

域
的
な
部
族
に
分
け
ら
れ
、
更
に
、
そ
れ
が
何
心
か
の
オ
バ
に
分
割

さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
後
者
に
よ
れ
ば
、
ピ
ュ
レ
と
は
、

ド
リ
ス
本
来
の
三
部
族
で
、
オ
バ
と
は
、
ピ
ュ
レ
の
小
分
け
で
は
な

く
、
地
域
的
な
部
族
を
指
す
、
と
し
て
、
ド
リ
ス
の
三
都
族
と
、
地
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縁
的
な
部
族
と
が
並
存
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、

今
、
い
ず
れ
と
も
断
定
し
得
な
い
が
、
ス
パ
ル
タ
市
民
た
る
ド
リ
ス

人
が
、
新
に
、
地
域
的
な
部
族
に
分
け
ら
れ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
。

　
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
、
前
六
世
紀
末
の
ク
レ
イ
ス
テ
ネ
ス
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

険
革
噛
、
イ
オ
ニ
ア
人
の
m
四
部
族
を
廃
し
、
彼
等
を
地
縁
的
な
十
の

罵
族
　
再
編
成
し
た
竜
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
な
部
族
が
、
評
議
会

貴
の
選
出
、
市
民
軍
徴
募
の
基
本
的
な
機
関
と
な
っ
た
。

　
ス
パ
ル
タ
に
お
い
て
は
、
エ
ポ
ロ
イ
、
ア
ガ
ト
ェ
ル
ゴ
イ
等
の
定

員
が
五
境
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
軍
隊
も
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
当
時
に
は

五
ロ
コ
イ
に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
ス
パ
ル
タ
の
地

域
的
部
族
の
数
は
五
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

部
族
（
地
域
）
名
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
四
個
ま
で

は
、
リ
ム
ナ
イ
、
キ
ニ
ノ
ス
ラ
、
メ
ソ
ア
、
ピ
タ
ネ
で
あ
る
こ
と
に

風
な
い
が
、
他
の
一
個
を
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
と
す
る
説
と
デ
ユ
メ
と
す

る
説
が
対
立
し
て
い
る
。
ブ
ゾ
ル
ト
な
ど
は
、
後
者
を
主
張
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
が
、
そ
の
根
拠
は
弱
い
。
前
者
は
ヴ
ィ
ル
ケ
ソ
や
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の

主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
・
る
。

　
．
ハ
ウ
サ
ニ
ア
ス
は
「
ア
ミ
ニ
ク
ラ
イ
は
ド
リ
ス
人
に
よ
っ
て
劫
掠

さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
ロ
メ
息
ミ
に
止
っ
た
」
（
勺
鎚
ρ
H
H
H
し
P
①
）

と
い
う
。
コ
メ
と
は
、
本
来
「
城
壁
の
な
い
村
落
」
を
意
味
す
る
。
し
か

る
に
、
ト
ウ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
「
ス
パ
ル
タ
人
は
、
昔
の
ギ
リ
シ
ア
の

様
に
、
コ
メ
に
分
れ
て
住
ん
で
い
る
」
（
6
H
田
二
〇
　
　
H
　
　
目
O
　
　
　
　
噛
　
　
　
層
）
と
い
っ
て
い

る
。
「
昔
の
ギ
リ
シ
ア
の
様
に
し
と
は
、
集
住
以
前
を
指
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。
即
ち
、
部
族
叛
に
一
集
団
を
な
し
、
分
れ
て
住
ん
で
い
た
の

で
あ
り
、
そ
の
各
集
圃
が
コ
メ
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
れ
故
、
ス
パ
ル
タ
の
場
合
、
「
コ
メ
」
は
「
地
域
的
な
部
族
」

の
同
義
語
と
解
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
ア
、
・
・
ユ
ク
ラ
イ
が
コ
メ
だ
、

と
い
う
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
記
事
は
、
ド
リ
ス
人
の
征
服
後
、
ア
ミ
ュ
ク

ラ
イ
が
地
域
的
な
部
族
の
一
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
私
は
、

以
上
の
よ
う
な
理
由
で
、
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
説
に
賛
意
を
表
し
た
い
。

　
ア
ミ
ュ
ダ
ラ
イ
を
ス
パ
ル
タ
が
征
服
し
た
の
は
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス

に
よ
る
と
、
テ
レ
ク
ロ
ス
の
治
世
で
あ
る
（
や
磐
ω
．
凝
塊
も
⊃
■
①
）
。
そ
の

二
代
後
の
ポ
リ
ュ
ド
ロ
ス
の
時
代
に
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
が
激
し
く

な
っ
た
（
℃
ρ
口
ω
●
　
H
H
H
■
　
ω
．
　
一
）
。
ポ
リ
ュ
ド
ロ
ス
と
同
時
代
の
今
一
人

の
王
は
テ
オ
ポ
ソ
ポ
ス
で
あ
り
（
謹
無
目
団
ρ
①
）
、
そ
の
頃
す
で
に
、

エ
ポ
ロ
イ
の
職
が
置
か
れ
て
い
た
。
エ
ポ
ロ
イ
達
が
、
先
に
述
べ
た

五
部
族
を
基
礎
と
し
て
選
嵐
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
テ
ォ
ポ
ソ
ボ
ス
の

時
代
、
即
ち
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
当
時
に
は
、
す
で
に
、
ス
パ
ル
タ
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人
は
、
五
部
族
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦

争
は
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
に
よ
る
と
、
前
七
四
三
年
i
前
七
二
四
年

で
あ
る
（
℃
窪
ω
高
く
．
9
δ
篇
ω
鳥
二
切
払
）
Q
そ
れ
故
、
ス
パ
ル
タ
は
、

前
八
世
紀
中
葉
に
は
、
地
域
的
な
五
部
族
に
分
け
ら
れ
て
い
た
、
と

考
え
て
よ
い
。

　
ス
パ
ル
タ
で
は
、
古
く
は
、
長
期
間
内
訂
が
あ
．
り
（
目
≡
ρ
H
し
。
。
）
、

最
悪
の
政
治
が
行
な
わ
れ
て
い
た
（
笛
象
．
囲
．
⑦
㎝
）
、
と
い
わ
れ
る
が
、

ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
は
「
今
次
の
戦
争
（
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
）
の
終

結
（
前
四
〇
四
年
）
に
至
る
ま
で
、
ス
パ
ル
タ
は
、
四
百
年
間
、
も
し

く
は
、
そ
れ
よ
り
や
や
長
き
に
わ
た
っ
て
、
同
じ
政
体
を
採
用
し
て

き
た
」
（
戸
H
O
。
）
と
語
っ
て
い
る
。
前
九
世
紀
末
よ
り
、
詞
じ
政
体
で

あ
る
、
と
い
う
の
は
、
こ
の
頃
か
ら
、
ス
パ
ル
タ
の
二
王
欄
が
確
立

し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ス
パ
ル
タ
が
五
地
域
に
分
け
ら

れ
た
の
は
、
二
王
制
が
成
立
し
、
ア
ミ
ュ
ク
ラ
イ
そ
の
他
を
征
服
し

て
後
で
あ
る
か
ら
、
地
域
に
よ
る
五
部
族
の
成
立
し
た
の
は
、
前
八

世
紀
前
半
で
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

　
②
長
老
会
　
さ
て
、
次
に
、
長
老
会
と
斑
会
が
如
何
に
し
て
成
立

し
た
か
、
を
見
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
、
そ
の
設

遣
の
臼
的
と
定
員
数
に
関
す
る
叙
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
設

霞
の
目
的
は
、
王
の
独
裁
を
抑
制
す
る
と
共
に
、
民
衆
の
力
の
増
大

を
も
、
あ
る
程
度
抑
制
す
る
に
あ
っ
た
（
℃
一
β
嘗
　
］
「
蜜
。
噸
　
㎝
）
。
プ
ル
タ
ル

コ
ス
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
改
革
の
う
ち
、
長
老
会
の
設
置
が
、
最

初
に
し
、
て
、
か
っ
、
最
大
な
も
の
、
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、

長
老
会
を
、
王
と
民
衆
と
の
中
閥
に
立
ち
、
両
看
の
対
立
を
緩
和
す

る
も
の
、
と
見
る
が
故
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
長
老
会
は
、
は
た
し

て
、
上
述
の
如
き
冒
的
を
も
つ
て
、
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ア
テ
ナ
イ
に
陰
を
転
ず
る
と
、
そ
こ
に
は
、
ア
レ
イ
オ
ス
パ
ゴ
ス

会
議
尋
曾
。
き
尋
錯
．
転
鳶
へ
8
笥
ミ
§
と
呼
ば
れ
る
評
議
会
が
あ

っ
た
。
こ
の
会
議
は
「
法
律
を
監
視
す
る
義
務
を
有
し
、
国
家
の
大
．

概
の
重
要
な
事
務
を
司
る
」
（
口
証
村
一
Q
c
什
■
　
》
紳
一
『
　
℃
O
ゼ
　
H
H
H
。
　
O
）
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
そ
の
議
員
は
終
身
で
、
定
員
に
つ
い
て
の
規
定
も
明
確

で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
慮
す
る
と
、
こ
の
会
議
は
、
本
来
、

王
の
諮
問
機
関
的
な
存
在
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
ホ
メ
ロ
ス
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

代
に
お
い
て
馬
、
王
は
長
老
達
と
共
に
国
事
を
議
し
て
い
た
。
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ど

の
如
き
、
国
王
と
長
老
の
集
い
が
後
に
そ
の
任
務
を
定
め
ら
れ
た
国

政
の
最
高
機
関
に
発
展
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
テ
ナ
イ
で
は
、

王
制
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
ア
ル
コ
ソ
職
を
経
た
も
の
が
、
こ
の
会
議
の

終
身
議
員
と
な
る
資
格
を
得
た
（
〉
ユ
答
〉
夢
曜
勺
9
譲
目
■
Φ
）
。
ソ
ロ
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ソ
の
改
革
に
至
る
ま
で
は
、
ア
ル
コ
ソ
は
名
門
⑩
曹
殺
暑
烹
動
ミ
か
ら

の
み
、
選
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
含
【
わ
せ
る
と
、
ア
レ
イ
オ
ス

バ
ゴ
ス
会
議
は
、
貴
族
院
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
古
の
長
老
会
議

の
痕
跡
を
止
め
て
い
る
。

　
ス
パ
ル
タ
の
長
老
会
・
も
、
ア
テ
ナ
イ
の
ア
レ
イ
ォ
ス
パ
ゴ
ス
会
議

と
同
じ
く
、
本
来
は
、
王
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
成
立
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
ス
パ
ル
タ
で
は
、
王
政
が
存
続
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
会

員
の
中
に
二
名
の
王
が
含
ま
れ
て
い
る
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
い
う
が

如
き
、
明
確
な
目
的
を
竜
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
③
民
会
　
レ
ト
ラ
に
よ
る
と
、
議
案
の
提
案
権
は
王
及
び
長
老
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ
っ
た
が
、
そ
の
裁
決
権
は
民
会
に
あ
っ
た
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
。

民
会
は
、
レ
ト
ラ
に
よ
る
と
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
創
設
に
よ
る
も
の

で
は
な
い
が
、
彼
に
よ
っ
て
、
裁
決
権
を
与
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、

そ
の
開
催
場
所
竜
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
民

会
の
裁
決
権
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
を
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
、
レ
ト
ラ
の
言
“
菓
を
説
明
し
て
、
　
「
民
衆

は
集
っ
て
も
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
長
老
と
王
と
に

よ
っ
て
出
さ
れ
た
議
案
を
裁
決
す
る
、
と
い
う
権
利
の
み
を
有
す

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
ク
レ
タ
の
諸

制
度
を
叙
述
す
る
際
、
そ
の
ス
パ
ル
タ
と
の
類
似
を
強
調
し
フ
て
の

政
治
組
織
に
つ
い
て
も
、
ス
パ
ル
タ
に
類
似
し
て
い
る
。
…
…
民
会

伽
ミ
§
は
長
老
と
二
季
§
醤
㎏
庭
ξ
て
・
す
で
髪

さ
れ
た
決
定
を
確
認
す
る
機
能
以
外
に
は
、
何
の
権
利
竜
持
た
な

い
」
（
〉
巴
一
ω
梓
・
唱
。
一
幽
目
H
‘
μ
O
．
①
一
点
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か

ら
、
　
提
出
さ
れ
た
議
案
の
審
議
は
許
さ
れ
ず
、
　
そ
れ
ら
の
裁
決
権

1
と
い
っ
て
も
、
形
式
的
に
、
同
音
心
を
示
す
程
度
の
一
の
み
が

与
え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
。

　
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
長
老
会
、
民
会
共
に
、
一
立
法
春
に
よ

っ
て
薬
毒
さ
れ
、
権
限
を
賦
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

長
老
会
の
定
員
数
（
三
〇
名
）
の
定
め
ら
れ
た
の
も
、
ま
た
、
ホ
メ
ロ

ス
時
代
に
は
、
法
的
な
存
在
で
な
か
っ
た
民
会
の
開
催
場
所
、
時
期
、

権
限
な
ど
を
法
制
化
し
た
の
も
、
二
王
綱
が
成
立
し
、
ア
ミ
・
ユ
ク
ラ

イ
そ
の
他
が
征
服
さ
れ
た
前
八
世
紀
初
頭
か
ら
中
葉
に
か
け
て
の
頃

で
あ
ろ
う
。

　
五
部
族
の
設
鷹
と
、
長
老
会
、
民
会
に
関
す
る
規
定
と
を
定
め
た

立
法
者
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
　
お
そ
ら
く
、
　
都
市
の
新
区
画

（
地
域
的
部
族
）
の
制
定
と
、
慣
習
の
法
制
化
を
行
な
っ
た
立
法
者
は
、

こ
れ
を
レ
ト
ラ
と
い
う
形
に
ま
と
め
∩
デ
ル
ポ
イ
の
託
宣
で
あ
る
、
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と
宣
伝
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
神
か
ら
授
け
ら
れ
た
法
を
み
だ
り

に
変
更
せ
ぬ
よ
う
、
そ
の
監
視
に
は
、
長
老
と
共
に
、
新
に
成
立
し

た
五
部
族
の
代
表
者
を
各
た
一
名
出
し
て
、
あ
た
ら
せ
た
。
こ
れ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

五
人
の
エ
ポ
ロ
イ
の
起
源
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
が
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
が
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
行
っ
た
政
治
組
織

の
改
革
、
と
し
て
述
べ
た
と
こ
ろ
を
分
析
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
二
　
不
平
，
等
、
不
公
平
の
除
張
に
つ
い
て

　
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
如
何
一
に
し
て
、
幽
幽
の
不
平

等
を
除
去
し
た
か
、
に
つ
い
て
、
か
な
り
、
詳
細
に
述
べ
て
い
る
が
、

要
約
す
る
と
、
①
土
地
の
再
分
配
、
②
鉄
の
貨
幣
の
使
用
、
③
会
食

の
制
度
の
採
用
の
三
点
と
な
る
（
謹
暮
「
い
冠
ρ
。
Q
聰
ρ
H
ρ
誌
）
。

　
①
土
地
の
再
分
配
　
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
時
代
の

ス
パ
ル
タ
の
状
態
を
、
土
地
は
少
数
者
の
手
に
集
中
し
、
土
地
無
き

多
…
数
の
貧
困
者
が
生
じ
た
、
と
い
う
（
尉
［
謡
置
戸
　
］
ピ
賓
ρ
　
Q
o
）
。
リ
ュ
ク
ル

ゴ
ス
は
、
土
地
を
、
公
に
提
供
さ
せ
、
分
配
し
直
し
て
、
す
べ
て
の

人
々
の
生
活
を
平
等
に
せ
ん
と
欲
し
、
そ
れ
を
実
行
し
た
、
と
い
わ

れ
る
。

　
土
地
の
平
等
分
配
は
、
貧
富
の
差
を
解
消
す
る
の
に
、
適
切
な
方

法
で
あ
る
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
容
易
に

行
な
い
得
る
も
の
で
は
な
い
。
殊
に
、
　
「
土
地
を
、
一
度
、
公
に
提

供
さ
せ
」
る
こ
と
が
、
実
際
、
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
た
と
え
、

実
行
し
得
た
、
と
し
て
も
、
土
地
相
続
に
関
す
る
規
定
が
無
け
れ
ば

無
意
味
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
土
地
は
、
ス
パ
ル
タ
市
民
の
分
は
九

干
人
分
と
定
め
ら
れ
て
い
た
が
、
人
口
は
常
に
一
定
で
は
あ
り
得
∵
な

い
か
ら
、
時
折
、
分
配
地
の
修
正
が
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し

か
る
に
、
絹
続
に
関
す
る
規
定
も
、
分
配
地
の
修
正
に
つ
い
て
も
、

プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
、
何
も
伝
え
て
い
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ

れ
ば
　
「
立
法
者
は
、
土
地
を
売
る
こ
と
を
不
名
誉
な
こ
と
、
　
と
し

た
」
（
〉
勢
鉾
唱
。
ピ
囲
押
P
鼠
）
と
い
う
が
、
土
地
買
受
が
明
確
に
禁

止
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、
土
地
兼
併
は
避
け
ら
れ
ま
い
。
そ
れ

故
、
一
度
、
平
等
分
配
が
な
さ
れ
た
、
と
し
て
も
、
問
も
な
く
、
再

度
不
平
等
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。

　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
ク
セ
ノ
ポ
ソ
な
ど
に
は
、
卜
辞
…
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の

改
革
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
土
地
再
分
配
に
つ

い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
至
っ
て
、
は
じ

め
て
記
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
…
ト
は
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
リ
ュ
ク
ル
ゴ

ス
に
よ
る
土
地
再
分
配
に
関
す
る
詳
細
な
記
｛
争
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ス
以
後
の
あ
る
著
述
家
か
ら
借
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
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た
し
か
に
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
記
し
て
い
な

い
詳
細
な
数
字
－
割
当
地
の
数
、
割
当
地
の
面
積
に
つ
い
て
；

を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
土
地
の
平
等
を
維
持
す
る
た
め
の
規

定
に
つ
い
て
は
、
一
切
触
れ
て
い
な
い
。
ま
こ
と
に
不
思
議
で
あ
る
。

　
私
に
は
、
以
上
掲
げ
た
如
き
点
か
ら
考
え
て
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の

伝
え
る
土
地
再
分
配
は
信
じ
難
い
の
で
あ
る
。

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
時
代
、
ス
パ
ル
タ
四
民
の
人
口
は
約
一
千
で

あ
っ
た
、
と
い
う
（
〉
ほ
ω
鉾
勺
○
ピ
H
囲
●
ρ
窓
）
。
こ
の
よ
う
に
、
か
っ

て
は
一
万
人
を
下
ら
な
か
っ
た
（
〉
目
一
ω
伸
「
　
男
O
｝
◆
　
H
円
’
　
り
．
　
月
虹
）
市
民
が
減

少
し
た
の
は
、
単
な
る
自
然
激
少
の
み
で
は
な
く
、
ク
レ
酒
肥
を
、

手
放
し
た
結
果
、
市
民
権
を
喪
失
し
た
も
の
が
出
た
の
も
一
原
因
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
方
に
、
有
力
者
の
土
地
兼
併
が
行
な
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
示
す
。
か
く
の
如
き
不
平
等
の
は
げ
し
い
現
実
を
見

た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
土
地
の
兼
併
こ
そ
市
畏
人
口
激
減
の
由
来

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
時
代
に
竜
、
恐
ら
く
、

土
地
無
き
罠
衆
の
土
地
再
分
配
の
要
求
が
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
か
つ
て
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
後
、

土
地
再
分
配
の
要
求
が
あ
っ
た
、
と
い
う
テ
ユ
ル
タ
イ
オ
ス
の
詩
を

知
っ
て
い
る
（
》
同
一
伍
鉾
】
～
C
一
・
＜
．
メ
ト
0
．
）
Q
そ
れ
∵
故
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

の
土
地
再
分
配
を
行
な
う
立
法
者
（
改
革
藩
）
を
求
め
る
心
と
、
テ
ユ

ル
タ
イ
オ
ス
の
詩
に
い
う
が
如
き
過
去
に
お
け
る
土
地
再
分
配
の
要

求
が
あ
っ
た
、
と
い
う
知
識
と
、
過
去
に
立
法
者
が
存
在
し
た
、
と

い
う
伝
承
と
の
三
者
が
相
互
に
作
用
し
て
、
立
法
者
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス

が
土
地
再
分
配
を
、
理
想
的
な
形
で
、
行
な
っ
た
、
内
と
い
う
物
語
が

成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
働
鉄
の
貨
幣
の
使
用
　
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
と
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ

ス
は
、
不
平
等
を
取
り
去
る
た
め
、
動
産
の
分
配
を
も
企
て
た
が
、

市
民
が
こ
れ
に
応
じ
そ
う
も
な
い
の
で
、
金
銀
貨
を
無
効
と
し
、
鉄

の
貨
幣
の
み
を
使
用
せ
し
め
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
（
謹
番
い
団
P

り
）
。

　
銀
貨
が
ギ
リ
シ
ア
で
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
前
七
世
紀
頃
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
、
各
地
で
、
鉄
面
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
扱
い
や
す
い
銀
貨
が
次
第
に
ギ
リ
シ
ア
全
体
に
普
及
さ
れ
る
と
、

鉄
貨
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
以
上
の
如
く
、
銀
貨
の
出
現
が
鉄

の
貨
幣
よ
り
後
な
れ
ば
、
金
銀
貨
を
排
斥
す
る
た
め
に
、
鉄
の
貨
幣

を
使
用
せ
し
め
た
、
と
い
う
伝
承
は
、
虚
構
で
は
な
い
か
、
と
思
わ

れ
る
。
ス
パ
ル
タ
で
鉄
貨
が
後
ま
で
使
用
さ
れ
金
銀
貨
に
駆
遂
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
、
別
の
理
由
に
よ
る
、
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
こ
れ
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スパルタの舗慶とリュクルゴス像説（薪村）

は
、
ス
パ
ル
タ
の
メ
ヅ
セ
ニ
ア
寒
返
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
、

　
先
に
述
べ
た
通
り
、
ス
パ
ル
タ
は
前
八
世
紀
の
後
半
に
、
メ
ヅ
セ

ニ
ア
を
征
服
し
た
が
、
前
七
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
ス
パ
ル
タ
に
反
抗
し
た
。
こ
の
第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
は
、
か

な
り
激
烈
な
竜
の
だ
っ
た
ら
し
く
、
ス
パ
ル
タ
人
竜
、
し
ば
し
ば
、

手
痛
い
打
撃
を
受
け
た
が
、
テ
ユ
ル
タ
イ
オ
ス
が
そ
の
詩
を
吟
じ
て
、

士
気
を
鼓
舞
し
た
、
と
い
う
（
勺
窪
。
。
●
H
＜
．
昼
①
）
。
こ
の
戦
争
の
経

過
は
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
に
詳
し
い
（
勺
雲
。
。
」
く
」
㏄
口
唇
ド
か
）
が
、
悪

戦
苦
闘
の
末
、
ス
パ
ル
タ
は
、
遂
に
、
　
「
…
耕
作
す
る
に
よ
く
、
生
産

す
る
に
ょ
い
」
「
豊
か
な
」
（
身
ユ
器
蕊
蹄
餌
σ
q
鑓
。
纂
輯
）
メ
ッ
セ
ニ
ア

を
再
度
征
服
し
た
。

　
こ
の
戦
争
の
経
験
か
ら
、
ス
．
ハ
ル
タ
人
達
は
、
尚
武
の
気
風
を
養

う
こ
と
の
大
切
さ
を
味
つ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
は
、
粗
衣
粗
食

に
堪
え
る
強
健
な
身
体
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
等
の
生
活

は
、
著
修
を
排
し
、
簡
素
を
旨
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
時
、
彼
等
は
外
国
か
ら
の
奮
発
晶
の
輸
入
を
避
け
た
し
、
ま
た
、

実
り
豊
か
な
メ
ヅ
セ
ニ
ア
を
得
た
の
だ
か
ら
、
食
糧
の
輪
入
も
不
必

要
で
あ
っ
た
ろ
う
。
か
く
し
て
、
ス
パ
ル
タ
で
は
、
外
国
と
の
貿
易

r
が
不
必
要
と
な
っ
た
。
貿
易
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
、
外
貨
の
流
入

も
見
ら
れ
な
い
。
し
か
電
、
こ
の
時
期
は
、
ギ
リ
シ
ア
全
般
に
わ
た

っ
て
、
銀
貨
が
鉄
貨
を
駆
遂
し
つ
つ
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
ス
パ
ル

タ
は
鎖
国
主
義
に
転
換
し
た
た
め
、
こ
の
で
般
的
な
風
潮
に
馴
染
ま

な
か
っ
た
。
彼
等
が
、
後
代
ま
で
、
鉄
の
貨
幣
を
使
用
し
た
の
は
、

か
く
の
如
き
国
情
の
た
め
で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
る
に
、
前
五
世
紀
に
入
る
や
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
、
ペ
ロ
ポ
ネ

ソ
ス
戦
争
が
相
次
ぎ
、
外
国
と
の
交
渉
が
再
開
さ
れ
る
と
、
当
然
、

金
銀
貨
が
ス
パ
ル
タ
に
流
入
し
、
簡
素
な
生
活
は
、
次
第
に
、
奢
修

　
　
　
　
　
　
⑭

に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
見
た
心
あ
る
人
肉
は
、
奮

修
の
た
め
に
、
国
家
が
弱
体
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
だ
。
そ
の
際
、
ス

パ
ル
タ
の
鉄
の
貨
幣
の
使
用
こ
そ
、
著
修
の
風
を
防
ぐ
に
適
す
る
、

と
考
え
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
が
、
立
法
者
が
、
金
銀
貨

の
使
用
を
禁
じ
、
鉄
貨
の
み
を
流
通
さ
せ
た
、
そ
れ
は
、
不
平
等
を

取
り
除
く
た
め
に
な
さ
れ
た
、
と
い
う
伝
承
を
生
み
鐵
す
基
盤
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
③
会
食
の
制
度
　
ス
パ
ル
タ
に
は
、
　
ビ
デ
ィ
テ
ィ
ア
　
℃
馬
勘
§

（
勺
ご
ρ
ぴ
嘱
ρ
μ
O
）
、
ま
た
は
、
ス
謳
ス
ケ
ニ
ア
儀
c
q
融
愚
ミ
9
（
区
o
P
薫
8

℃
O
r
＜
．
b
。
）
と
呼
ば
れ
る
会
食
の
制
度
が
あ
っ
た
。
会
食
の
制
度
は
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⑬

π
鮫
に
は
、
ス
ユ
シ
テ
ィ
ア
q
C
q
一
紙
、
黛
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
し
か
る
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
る
と
、
ス
パ
ル
タ
で
は
、
ス
ユ
シ

テ
ィ
ア
は
、
エ
ノ
モ
テ
ィ
ア
轡
e
k
O
嫡
“
黛
や
ト
リ
ア
カ
ス
蝿
、
へ
織
融
駄
n

と
共
に
、
軍
事
に
関
す
る
も
の
、
と
さ
れ
て
い
る
（
鵠
創
什
．
　
囲
・
　
①
㎝
）
。

　
市
民
が
相
共
に
食
事
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
、
ス
パ
ル
タ
人
の

間
に
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
習
慣
で
あ
ろ
う
。
常
に
、
同
一
食
滞
で
食

事
を
す
る
人
数
と
メ
ン
バ
ー
が
定
っ
て
い
れ
ば
、
こ
れ
が
、
軍
隊
を

組
織
す
る
場
合
に
、
｝
つ
の
単
位
と
な
る
こ
と
は
、
十
分
考
え
ら
れ

る
。
　
こ
の
一
食
卓
に
は
、
約
十
五
人
が
席
を
と
っ
て
い
た
（
髭
葺
■

轡
団
ρ
這
）
。
　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
は
、
ト
リ
ア
カ
ス
と
い
う
零
葉
が
見
ら

れ
る
こ
と
は
、
今
述
べ
た
が
、
こ
れ
が
何
を
意
味
し
た
か
判
然
と
し

な
い
。
し
か
し
、
唖
℃
§
ミ
リ
と
い
う
言
葉
か
ら
、
三
十
竃
へ
駄
載
ミ
韓

と
い
う
数
に
関
係
が
あ
る
、
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
が
、
三
十
人
と
い

う
一
単
位
を
示
す
と
す
る
な
ら
、
そ
の
人
数
は
、
丁
度
、
ス
ユ
シ
テ

ィ
ア
の
際
の
一
食
卓
に
集
る
人
数
の
二
倍
で
あ
る
。
即
ち
、
二
食
卓

分
．
の
人
数
を
も
つ
て
、
一
ト
リ
ア
カ
ス
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
る
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
示
す
今
一
つ
の
軍
の
単
位
エ
ノ
モ
テ

ィ
ア
は
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
（
く
．
①
o
。
）
に
鳥
も
、
ク
セ
ノ
ポ
ソ
（
国
○

ノ
．
H
「
群
這
h
け
9
ρ
℃
○
｝
．
×
点
心
）
に
も
現
れ
る
か
ら
、
前
五
世
紀
の
末

ー
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
・
の
頃
に
1
存
し
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で

あ
る
が
、
ト
リ
ア
カ
ス
な
る
雷
弾
莱
は
現
れ
な
い
。
ス
ユ
シ
テ
ィ
ア
、

ト
リ
ア
カ
ス
は
、
思
う
に
、
エ
ノ
モ
テ
ィ
ア
が
成
立
す
る
以
前
の
軍

隊
の
一
単
位
で
は
な
か
っ
た
か
。
お
そ
ら
く
、
前
四
六
四
年
の
大
地

震
と
そ
れ
を
契
機
と
す
る
大
規
模
な
ヘ
イ
ロ
テ
ス
の
反
乱
と
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

人
口
減
少
の
故
に
行
な
わ
れ
た
、
と
伝
え
ら
れ
る
軍
隊
の
再
編
成
の

結
果
、
少
く
と
も
、
名
称
の
上
で
は
、
ス
ユ
シ
テ
ィ
ア
、
ト
リ
ア
カ

ス
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
、
こ
の

軍
隊
の
一
単
位
の
新
旧
両
者
の
称
呼
を
混
同
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

　
要
す
る
に
、
ス
ユ
シ
テ
ィ
ア
は
、
古
代
に
お
い
て
は
、
平
時
戦
時

共
に
、
生
活
の
基
礎
と
な
る
組
織
で
あ
っ
た
。
食
卓
仲
間
は
、
同
時

に
戦
友
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
貧
富
貴
賎
を
問
わ
ず
、
皆
が
同
じ
食
車
で
同
じ
食
物
を
と
る
、
と

い
う
こ
と
は
、
た
し
か
に
、
市
民
の
平
等
観
念
を
養
う
の
に
、
役
立

つ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
上
述
の
雪
ぎ
古
代
の
共

同
食
事
の
風
習
が
、
後
代
ま
で
維
持
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
後
に
、

そ
れ
を
一
の
制
度
と
見
な
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

綱
度
化
さ
れ
た
時
期
は
、
平
時
に
屯
戦
時
の
心
構
え
が
要
求
さ
れ
た
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スパルタの制度とリュクルゴス伝譲i（新村）

第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
酷
戦
争
後
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ビ
デ
ィ
テ
ィ
ア

（
ス
ユ
シ
テ
ィ
ァ
）
の
制
度
化
さ
れ
た
時
代
に
、
立
法
者
の
存
在
し
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
、
少
く
と
も
、
伝
承
の
い
う
が
如
き

一
立
法
者
に
よ
っ
て
、
こ
の
制
度
が
創
始
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
存

続
し
て
い
た
慣
習
を
制
度
化
し
て
新
な
意
味
を
持
た
し
め
た
に
過
ぎ

な
い
。

　
以
上
、
ス
パ
ル
タ
人
の
平
等
を
目
的
と
し
て
、
行
な
わ
れ
た
、
と

伝
え
ら
れ
る
改
革
は
、
後
代
の
、
単
な
る
創
作
と
見
ら
れ
る
も
の
を

も
含
ん
で
お
り
、
そ
の
実
在
し
た
制
度
竜
、
旧
来
の
慣
習
の
延
長
に

過
ぎ
な
い
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
三
教
育
、
軍
制
、
そ
の
他

　
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
伝
え
る
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
改
革
は
、
ま
こ
と
に
、

多
方
禰
に
わ
た
っ
て
い
る
。
以
上
の
他
に
、
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

　
市
民
の
教
育
に
つ
い
て
は
「
一
口
に
い
え
ば
、
彼
（
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
）

は
、
布
民
達
が
、
自
分
自
身
の
生
活
を
企
て
る
こ
と
、
及
び
、
そ
れ

を
可
能
な
ら
し
め
翫
こ
と
屯
な
い
よ
う
に
慣
ら
し
…
…
感
情
と
名
誉

を
欲
す
る
心
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
自
身
を
忘
れ
て
、
す
べ
て
祖
国
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
、
よ
う
に
し
む
け
た
」
（
旧
邸
身
p
・
。
㎝
）
と
い

わ
れ
る
。
教
育
に
つ
い
て
の
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
す
べ
て
一
貫
し

た
、
国
家
至
上
主
義
で
あ
る
。
平
時
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
市
民

は
、
一
致
し
て
、
事
に
あ
た
る
よ
う
に
、
し
つ
け
ら
れ
た
。
こ
の
一

致
協
力
が
、
戦
時
に
お
い
て
は
、
整
然
た
る
秩
序
を
も
つ
軍
隊
を
形

成
し
、
一
体
と
な
っ
て
、
敵
に
当
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で

あ
る
。
．
如
上
の
如
き
教
育
が
ス
。
ハ
ル
タ
で
、
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
、
軍
国

主
義
的
な
気
風
が
濃
厚
と
な
る
第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
後
で
、
前

述
の
、
会
食
の
制
度
の
整
備
さ
れ
た
の
と
、
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
、

と
思
わ
れ
る
。

　
軍
・
隊
に
つ
い
て
は
、
へ
獄
ド
ト
ス
の
叙
述
は
先
に
触
れ
た
が
、
プ

ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
と
、
騎
兵
に
関
す
る
改
革
が
あ
っ
た
、
と
い
う

（
コ
昇
U
署
b
。
。
）
。
　
ス
パ
ル
タ
が
軍
国
主
義
を
と
る
以
上
、
軍
隊
の

訓
練
と
、
新
な
用
兵
法
を
案
出
す
る
の
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
は
、
当

然
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
立
法
者
と
結
び
つ
け
て
、
考
え
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
は
な
い
。

　
そ
の
他
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
と
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
風
俗

習
慣
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て
の
こ
と
に
、
立
派
な
規
定
を
与
え
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
習
慣
的
に
定
形
が
で
き
た
も
の

が
、
何
ら
か
の
機
会
に
、
立
法
者
の
窺
業
の
中
に
、
組
み
入
れ
ら
れ
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て
語
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

、

　
プ
ル
タ
ル
コ
ス
が
「
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
伝
」
で
伝
え
る
諸
改
革
を
、

リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
事
業
と
し
て
で
は
な
く
考
え
る
と
、
概
略
、
以
上

の
如
く
で
あ
る
。

　
一
立
法
者
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
行
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
改
革
は
、
実

は
、
異
っ
た
時
代
に
、
相
互
間
に
関
係
な
く
定
め
回
れ
た
制
度
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
、
古
く
か
ら
存
し
た
慣
習
を
制
度
化
し

た
と
い
う
程
度
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
、
何
ら
か
の
新
し
い

獅
子
乃
至
意
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
点
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
他
に
、
土
地
再
分
配
の
如
く
、
ま
た
、
金
銀
貨
の
使
用
禁
止

の
如
く
、
虚
構
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
物
語
も
含
ま
れ
て
い
る
。
何

故
、
か
か
る
空
想
と
乏
い
え
る
物
語
が
発
生
し
た
の
か
、
そ
の
点
に

．
つ
い
て
は
、
後
に
、
触
れ
る
で
あ
ろ
う
。

①
該
醸
巽
り
閃
9
”
剛
○
屋
臼
§
σ
q
①
p
N
霞
巴
け
。
嵩
Ω
。
。
・
。
玄
。
算
。
H
幽
ω
』
忠

②
　
最
も
問
題
に
な
る
の
は
§
欲
と
亀
嵩
恥
を
獅
何
に
解
す
る
か
、
　
と
い

　
う
点
、
　
及
び
、
畦
黛
誉
e
動
ミ
哩
。
黛
ミ
超
鳶
ミ
養
～
弐
蔦
騨
。
叫
を
如
何
に
訳
す
る

　
か
、
と
い
う
占
…
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
ω
帥
昌
富
5
冨
は
「
民
衆
に
主

　
権
と
カ
と
が
あ
る
」
と
し
、
N
苓
σ
q
ぎ
同
は
「
馬
決
権
は
民
衆
に
あ
る
」
と

　
し
て
い
る
。

③
踏
累
ぎ
ダ
憶
磐
も
7
覧
9
U
嘱
5
§
霧
．

④
○
Φ
一
8
纂
霧
（
↓
色
8
暮
。
。
・
ソ
譲
。
覧
一
8
ら
・
い
〉
薩
ぎ
零
塑
〉
農
蝕
。
肪

⑤
　
他
の
四
部
族
名
に
つ
い
て
は
、
数
個
の
用
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
U
罵
奪
。

　
に
つ
い
て
は
寓
。
。
。
｝
、
臼
μ
冒
ω
の
｝
例
を
あ
げ
る
に
止
っ
て
い
る
。
（
切
¢
。
a
o
誉

　
O
こ
O
ユ
①
o
｝
話
9
0
ω
3
㌶
。
・
財
医
学
。
ω
■
⑦
臨
）
。
な
お
フ
自
9
①
詳
缶
L

　
ω
℃
鴛
3
℃
や
り
。
。
も
ρ
参
照
。

⑥
¢
ご
盛
。
貫
○
∴
○
誌
。
9
●
も
。
け
p
鋒
㏄
ざ
巳
。
¢
お
野

⑦
譲
②
参
照
。

⑧
毎
年
十
二
つ
つ
選
出
さ
れ
る
最
高
官
で
、
ス
パ
ル
タ
の
エ
ボ
ロ
イ
と
類

　
似
の
権
能
を
有
す
る
。
な
お
ク
レ
タ
で
は
王
政
は
早
く
消
滅
し
て
い
た
。

⑨
他
に
、
ユ
ポ
ロ
イ
の
起
源
に
つ
い
て
、
種
々
の
説
が
あ
る
が
、
そ
の
官

　
職
は
、
少
く
と
も
、
最
初
は
、
さ
し
た
る
政
治
上
の
権
力
を
有
し
て
い
な

　
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
及
び
、
後
年
、
エ
ポ
ロ
イ
が
、
毎
年
、
罠

　
会
に
よ
っ
て
選
繊
さ
れ
、
市
民
全
体
の
名
に
お
い
て
、
国
王
と
毎
月
誓
約

　
を
か
わ
し
て
い
た
こ
と
、
以
上
の
二
点
か
ら
見
て
、
エ
ポ
ロ
イ
は
、
何
ら

　
か
の
意
味
で
、
市
民
の
代
表
者
で
あ
っ
た
、
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
エ
，
ポ
ロ
ス
ー
見
る
者
、
監
視
者
ー
ー
の
名
称
は
、
神
よ
り
授
け
ら
れ
た
る

　
法
を
監
視
す
る
、
と
い
う
任
務
よ
り
出
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
○
巴
○
叶
ρ
○
∴
匹
。
・
8
蔓
。
h
O
お
①
8
H
H
．
や
。
。
り
①
幽

⑪
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
土
地
が
少
数
春
の
手
に
帰
し
て
い
る
た
め
、
貧

　
富
の
差
が
激
し
い
こ
と
、
更
に
、
持
参
金
や
多
産
相
続
に
よ
り
、
土
地
の

　
五
分
目
二
が
女
性
の
所
有
に
蔑
し
て
い
甲
’
9
こ
組
を
指
摘
し
た
後
、
　
「
こ
の

　
幼
細
田
氷
、
国
家
～
は
、
千
五
百
の
騎
厩
ハ
と
三
口
の
重
装
丘
ハ
と
を
養
い
得
る
の
だ

　
が
、
実
際
に
は
、
千
人
に
も
満
た
な
い
」
（
℃
9
目
り
り
．
駐
占
①
）
と
述
べ
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スパルタの側慶とリュクルゴス徴饒（斬村）

　
て
い
る
。

⑫
○
賦
。
巳
Ω
・
・
霧
8
巴
巨
。
餓
9
蚕
q
｝
）
■
“
。
O
。
。
’

⑬
　
前
の
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
の
後
、
三
十
九
年
巨
と
も
、
約
百
年
後
と
も
い

　
わ
れ
る
。

⑭
　
特
に
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
後
に
つ
い
て
は
℃
貯
損
い
団
。
．
ω
ρ

⑮
　
ク
レ
タ
で
は
、
ア
ン
ド
リ
ア
額
や
鋤
も
§
と
呼
ば
れ
た
。

⑯
切
器
。
誉
ρ
”
○
誌
⑦
臼
．
○
。
。
。
。
｝
比
。
簿
。
H
．
o
自
．
㎝
ω
ご
蜜
ざ
｝
お
拝
目
叫

　
ω
℃
霞
㌶
℃
や
ト
。
陵
凸
。
。
。
。
．

淵開

@
ス
パ
ル
タ
の
立
法
者

　
前
章
に
述
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
い
い
得
る
こ
と
は
、
立
法
者
の
存
在

が
予
想
さ
れ
る
時
期
が
、
ス
パ
ル
タ
に
お
い
て
は
、
過
去
に
、
二
回

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
立
法
者
は
、
多
く
の
場
合
、
新
な
法
律
を
制
定
す
る
よ
り
竜
、
不

文
法
を
法
典
の
形
に
編
集
す
る
電
の
、
既
存
の
慣
習
を
法
制
化
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ク
リ
ス
移
住
者
の
間
に
法
を
定
め

た
ザ
レ
ウ
コ
ス
、
養
親
ナ
の
立
法
者
カ
ロ
ソ
ダ
ス
、
ア
テ
ナ
イ
の
ド

ラ
コ
ン
な
ど
、
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
る
し
、
コ
リ
ン
ト
ス
の
ペ
イ
ド
ソ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

テ
バ
イ
の
ピ
ロ
ラ
ォ
ス
な
ど
も
、
お
そ
ら
く
、
同
様
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
多
く
の
場
合
、
立
法
は
、
民
衆
に
対
す
る
政
治
的
な
譲
歩

を
伴
な
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
立
法
者
は
、
同
時
に
、
改
革
者

的
な
性
格
を
有
す
る
。

　
上
述
の
立
法
四
達
が
境
れ
る
時
期
は
、
ほ
と
ん
ど
が
、
前
七
世
紀

で
あ
る
。
そ
れ
故
、
前
七
乃
至
六
世
紀
は
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
で
、
ゲ

般
に
、
改
革
の
行
な
わ
れ
た
時
期
だ
、
と
い
え
る
。

　
ス
パ
ル
タ
に
お
け
る
立
法
者
の
禺
現
は
、
前
後
二
園
あ
っ
た
、
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
後
の
方
は
、

第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
後
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
前
七
世
紀
後

半
乃
至
六
世
紀
初
頭
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争

に
よ
る
荒
廃
か
ら
、
立
ち
直
る
た
め
の
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の

時
の
立
法
者
は
、
ビ
デ
ィ
テ
ィ
ア
を
制
度
化
し
、
軍
国
主
義
的
な
教

育
法
を
定
め
、
外
国
に
対
し
て
は
、
鎖
国
主
義
を
も
つ
て
し
た
。
こ

れ
は
、
単
に
、
そ
れ
ま
で
の
慣
習
の
法
綱
化
で
は
な
く
、
そ
の
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

国
家
の
方
針
を
定
め
た
大
改
革
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
二
回
の
う
ち
、
時
代
的
に
先
に
現
れ
た
立
法
者

は
、
部
族
の
再
編
成
を
行
な
い
、
慣
習
的
な
長
老
会
や
二
会
の
規
定

を
制
度
と
し
て
確
定
し
た
。
そ
れ
は
、
前
八
世
紀
初
頭
で
あ
る
。

　
ス
パ
ル
タ
に
は
、
立
法
者
が
、
約
二
百
年
を
隔
て
て
、
二
度
現
れ

た
こ
と
は
、
事
実
と
考
え
て
よ
い
、
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
二
回
目
の
改
革
は
、
国
家
の
根
本
方
針
を
軍
国
主
義
、
鎖
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圏
主
義
に
と
っ
た
点
が
、
大
に
常
同
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ス
パ
ル

タ
が
、
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
、
特
異
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
国
争
…
を

示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
国
家
の
方
針
に
由
来
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
改
革
を
ス
パ
ル
タ
が
必
要
と
し
た
の
は
、
上
述
の

如
く
、
第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
の
結
果
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
れ

は
、
ま
た
、
こ
の
戦
争
の
激
烈
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ

る
。
第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
は
、
ス
。
ハ
ル
タ
に
お
い
て
、
一
の
転

換
期
を
形
成
せ
し
め
た
、
と
も
い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

①
　
七
づ
篇
門
ざ
い
ゆ
こ
譲
訪
8
目
《
o
h
O
同
意
8
℃
・
に
㎝
…
宏
＝
ω
ω
O
P
㌘
同
．
℃
∵

　
鵠
δ
ε
同
望
。
囲
○
δ
①
犀
菊
①
出
σ
q
一
〇
コ
ワ
瞬
Q
。
9
口
田
白
β
9
長
曽
Z
’
O
．
U
∴

　
国
冨
ぎ
税
蜜
o
h
O
器
0
8
や
同
置
な
お
、
〉
誌
ω
ρ
勺
9
■
目
●
お
．
①
－
嵐

　
参
照
。

②
　

エ
ポ
ロ
イ
の
権
限
の
強
化
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
改
革
期
で
あ
ろ
う
。
前

　
五
五
六
年
の
エ
ポ
ロ
イ
の
一
人
キ
ロ
ソ
が
、
エ
ポ
ロ
イ
を
王
と
並
ぶ
権
限

　
を
有
す
る
も
の
と
し
た
、
と
い
う
伝
承
は
、
戦
時
中
、
王
権
を
代
行
し
た

　
　
エ
ポ
ロ
イ
が
、
戦
後
の
改
革
期
に
、
民
衆
の
支
持
を
得
て
、
平
時
に
も
、

　
王
権
の
大
部
分
を
掌
握
し
得
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
裏
書
す
る
。
思
う

　
に
、
キ
ロ
ン
は
、
新
に
認
め
ら
れ
た
エ
ポ
ロ
イ
の
権
限
を
、
最
大
限
に
行

　
使
し
た
最
初
の
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三
　
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス

　
次
に
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
由
来
を
た
ず
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
立
法
者
と
し
て
の
り
ュ
ク
ル
ゴ
ス
を
最
初
に
記
し
た
の
は
、
お
そ

ら
．
く
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（
鵠
α
ρ
目
曜
①
㎝
）
で
あ
る
。
　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
以
前

の
史
料
は
、
ま
こ
と
に
、
乏
し
い
が
、
前
七
世
紀
中
葉
は
下
る
ま
い
、

と
思
わ
れ
る
テ
ユ
ル
タ
イ
オ
ス
の
詩
の
断
片
が
あ
る
。
そ
の
中
に
、

ス
パ
ル
タ
の
政
治
組
織
に
触
れ
た
も
の
が
あ
り
、
　
そ
こ
に
、
　
協
議

曾
気
畝
、
王
達
奄
§
乱
婚
、
長
老
達
械
舎
二
二
り
、
民
衆
窃
樋
口
野
ミ

な
ど
の
言
葉
が
見
ら
れ
、
長
老
会
、
畏
会
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
σ
創
始
老
が
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
は

見
あ
た
ら
ず
、
　
た
だ
、
　
こ
の
政
．
治
組
織
の
由
来
が
デ
ル
ポ
イ
の
ポ

イ
ボ
ス
神
の
託
宣
で
あ
る
こ
と
が
、
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

（
8
博
3
0
5
。
陰
h
舜
σ
Q
諺
。
馨
．
鼻
）
。

　
さ
て
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
よ
る
と
、
リ
ュ
ク
ル
。
7
ス
の
改
革
は
、
政

治
組
織
、
丘
ハ
制
に
つ
い
て
の
記
述
は
明
ら
か
だ
が
、
他
の
点
は
、
ま

こ
と
に
、
　
曖
昧
で
あ
る
。
　
即
ち
、
　
「
す
べ
て
の
慣
行
を
変
え
た
」

（
出
塁
．
H
。
①
㎝
）
と
い
う
の
み
で
、
具
体
的
に
は
、
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
記
述
に
よ
つ
て
、
そ
の
当
時
、
す
で

に
、
ス
パ
ル
タ
で
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
な
る
立
法
者
の
存
在
が
認
め

ら
れ
、
彼
が
政
治
組
織
を
改
革
し
、
エ
ポ
ロ
イ
を
置
き
、
長
老
会
を
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スパルタの麟度とIJユクルゴス伝説（新村）

召
集
し
た
、
と
信
じ
ら
れ
、
ま
た
、
そ
れ
と
並
ん
で
、
兵
制
の
改
革

を
も
行
っ
て
、
当
時
（
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
時
代
）
の
如
き
立
派
な
軍
隊
を

作
診
あ
げ
た
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
し
か
る
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
同
時
代
の
ヘ
ラ
ニ
コ
ス
は
、
ど
こ
に

も
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
名
を
記
し
て
お
ら
ず
（
o
α
酔
巴
虻
田
∪
．
ノ
、
国
H
同
■
㎝
辱
q
）
、

ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
も
、
そ
の
名
を
伝
え
て
い
な
い
。

　
前
五
世
紀
の
著
述
塚
は
、
以
上
の
如
く
、
必
ず
し
も
、
リ
ュ
ク
ル

ゴ
ス
の
名
を
伝
え
て
は
い
な
い
が
、
前
四
世
紀
に
な
る
と
、
ク
セ
ノ

ポ
ソ
は
「
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
ス
パ
ル
タ
人
の
従
う
べ
き
法
を
、
彼

等
に
与
え
た
」
（
一
ピ
P
O
・
　
勺
○
ド
　
H
．
　
鱒
）
と
述
べ
、
エ
ポ
ロ
ス
は
「
ヘ
ラ
ニ

コ
ス
は
、
ど
こ
に
も
り
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
名
を
記
し
て
お
ら
ず
、
リ
ュ

ク
ル
ゴ
ス
の
事
業
を
、
そ
れ
と
は
何
の
関
係
も
な
い
人
に
帰
し
て
い

る
偏
（
Q
自
汁
目
拶
σ
幽
　
く
囲
｛
円
’
　
0
1
’
　
㎝
）
と
ヘ
ラ
ニ
コ
ス
を
非
難
し
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
も
、
立
法
者
と
．
し
て
の
り
ュ
ク
ル
ゴ
ス
を
認
め
て
い
る
（
℃
o
ド
弾

這
．
回
卑
p
）
。

　
即
ち
、
．
前
四
世
紀
に
は
、
ス
パ
ル
タ
の
立
法
者
と
し
て
、
リ
ュ
ク

ル
ゴ
ス
が
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
大
別
し
て
二
説
あ
る
。
ス

パ
ル
タ
に
は
、
ア
ギ
ス
家
．
臥
繋
駄
財
黛
へ
、
　
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
憂
い
、
宇

淵
e
ヒ
欺
窃
ミ
の
二
王
家
が
並
存
し
て
い
る
が
、
一
説
は
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス

を
ア
ギ
ス
家
の
王
族
と
し
、
他
は
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
の
系
統
で
あ

る
、
と
す
る
。
こ
こ
で
、
・
参
考
ま
で
に
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
に
よ
っ
て
、

両
王
家
の
系
譜
を
示
し
て
お
こ
う
。
伝
説
上
、
こ
の
両
王
家
の
祖
は
、

双
生
児
の
兄
弟
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

@　

Z
　
㎞
。
s
濃
㎜
鈴
張
撒
㎜
往

（A．criadai］

　Heracles
　　　l

　Itlyllos

　　　i　（Eurypo／

Aristodemos
　　　E

　　　　　　　
　　Eurysthenes
　　　　　　　
　　　　　Agis
　　　　　　I
　　Echestratos
　　　　　　I
　　　Labotas
　　　　　　　
　　　Doryssos
　　　　　　　
　　　AgesilaoS
　　　　　　｝
　　　Archelaos
　　　　　　E
　　　Teleclos
　　　　　　…
　　　A｝camenes
　　　　　　　
　　　王）01アdoros

　　　　　　　
　　　Eurycrates
　　　　　　I
　　Anaxandros

（Paus．王薮．2．1＿3．6）

　　　　　　｝
　　　　Proc
　　　　　　l
　　　　　Soc
　　　　　　　
　　　Eury
　　　　　　　
　　　PrytE
　　　　　　…
　　　Euno
　　　　　　　
　　　Polyde
　　　　　　…
　　　Charil
　　　　　　置
　　　Nicand
　　　　　　　
　　Theopo
　　　　　　ロ
　　（Archid／

　　　　　　　
　　（Zeuxidε

　　　　　　I
　　Anaxid

（Paus．　IIL

　
リ
ュ
ク
ル
．
コ
ス
を
ア
ギ
ス
家
に
属
す
、
と
な
す
も
の
は
、
彼
を
ア

ギ
ス
の
子
（
即
ち
、
エ
ヶ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
兇
弟
）
と
す
る
。
こ
の
説
は
ギ
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古
く
は
へ
官
ド
ト
ス
（
H
・
①
㎝
）
に
見
ら
れ
る
が
、
。
ハ
ウ
サ
ニ
ア
ス
（
H
目
響

卜
。
’
ω
）
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
　
一
方
、
リ
隷
ク
ル
ゴ
ス
を
エ
ウ
リ

ュ
ポ
ソ
家
と
見
る
竜
の
は
、
彼
を
プ
ロ
グ
レ
ス
六
代
の
後
蕎
、
と
す

る
。
こ
の
説
を
最
初
に
伝
え
る
の
は
エ
ポ
ロ
ス
で
あ
る
（
。
D
9
ρ
げ
．
鍛
・

藤
．
。
。
）
。
し
か
も
、
エ
ポ
ロ
ス
は
、
こ
の
こ
と
は
、
　
一
般
に
認
め
ら
れ

て
い
た
、
と
い
う
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
時
代
か
ら
エ
ポ
ロ
ス
の
時
代
ま

で
は
、
約
一
世
紀
で
あ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の

エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
説
は
見
出
せ
な
い
が
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
と
、

シ
モ
ニ
デ
ス
（
o
p
．
　
㎝
頓
⑦
1
幽
①
o
Q
ご
夢
■
　
O
■
）
が
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
を
（
エ
ウ
リ
ュ

ポ
ン
家
の
）
プ
リ
ュ
タ
ニ
ス
の
子
と
見
な
し
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
（
勺
一
∬
曾
　
び
矯
。
　
日
）
か
わ
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
に
属
す
る
、
と
い

う
説
も
、
エ
ポ
ロ
ス
以
前
か
ら
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

エ
ポ
ロ
ス
は
、
前
述
の
如
く
、
こ
の
説
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
、

と
い
う
の
だ
か
ら
前
四
世
紀
以
来
、
こ
の
説
は
、
急
激
に
弘
ま
っ
た
、

と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
伝
え
る

系
譜
と
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
伝
え
る
系
譜
と
の
間
に
、
若
干
、
相
違
し

　
　
　
　
②

た
占
繋
か
曙
ゆ
ワ
9
。
m
即
ち
、
。
ハ
ウ
サ
ニ
ア
ス
に
［
お
い
て
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
見
ら
れ
な
か
っ
た
ソ
オ
ス
が
、
プ
ロ
グ
レ
ス
と
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
の

間
に
挿
入
さ
れ
、
か
つ
、
ポ
リ
ュ
デ
ク
テ
ス
と
エ
ウ
ノ
モ
ス
の
父
子

関
係
が
逆
転
し
て
い
る
。
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
伝
え
る
系
譜
は
、
エ
ポ

ロ
ス
の
時
代
か
ら
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
ヘ
ロ
ド

ト
ス
の
時
代
以
後
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
の
系
図
が
改
訂
さ
れ
た
筈
で

あ
る
。
そ
の
改
訂
の
年
代
は
、
お
そ
ら
く
、
前
四
世
紀
初
頭
、
即
ち
、

当
時
の
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
の
王
ア
ゲ
シ
ラ
オ
ス
（
二
世
）
の
全
盛
時
代

で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
後
に
、
テ
バ
イ
の
エ
パ
メ
イ
ノ
ン
ダ
ス
に
敗
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
ま
で
は
、
当
時
の
ア
ギ
ス
家
の
王
よ
り
も
、
名
声
に
お
い
て
竜
、

行
動
に
お
い
て
も
、
目
立
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
に
、
彼
及
び

エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
｝
に
好
音
心
を
寄
せ
る
系
図
作
者
が
、
そ
れ
ま
で
、
ア

ギ
ス
家
に
比
し
て
、
種
六
の
異
説
の
あ
っ
た
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
の
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

図
の
、
い
わ
ば
、
決
定
版
を
作
り
、
そ
の
際
、
ソ
オ
ス
の
挿
入
を
行

な
う
と
同
時
に
、
し
ば
し
ば
、
ア
ギ
ス
家
に
属
し
て
い
た
り
ュ
ク
ル

ゴ
ス
を
も
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
の
王
族
と
し
て
固
定
し
、
ア
ギ
ス
家

よ
り
優
位
に
立
つ
現
在
を
、
祖
先
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
た
人
物
が

あ
っ
た
当
然
の
結
果
、
と
見
な
し
得
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ

の
「
決
定
版
」
が
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
時
代
に
は
、
す
で
に
、
多
く

の
歴
史
家
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
そ
の
系
図
の
確
定
さ
れ
た
点
で
は
、
明
ら
か
に
、
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エ
ウ
リ
鼻
ポ
ソ
家
の
方
が
後
で
あ
．
る
、
と
考
え
ら
れ
る
が
、
す
で
に
、

前
五
世
紀
か
ら
、
両
王
家
が
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
自
家
に
属
す
る
こ
と

を
主
張
し
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
、
前
五
世
紀
に

は
、
立
法
者
と
し
て
、
そ
の
名
を
知
ら
れ
は
じ
め
て
い
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
ア
ギ
ス
家
で
は
、
名
工
ア
ギ
ス
の
子
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
で
は
、
エ
ウ
ノ
モ
ス
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の

も
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
立
法
事
業
を
行
な
っ
た
人
物
た
る
こ
と
が
、

当
時
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
書
す
る
。

　
次
に
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
と
い
う
名
前
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
る
。

」
§
o
q
為
哩
0
0
の
語
源
的
解
釈
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
説
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
別
の
面
か
ら
考
察
を
進
め
た
い
。

　
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
名
前
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
め

ず
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
。
ス
パ
ル
タ
に
お
い
て
亀
、
前
三
世
紀
に

は
、
こ
の
名
を
持
つ
王
が
あ
り
、
ア
テ
ナ
イ
で
は
、
前
五
世
紀
に
、

一
党
派
の
指
導
者
に
、
ま
た
、
前
三
世
紀
に
は
、
　
一
雄
弁
家
に
、
そ

れ
ぞ
れ
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
伝
説
時
代

に
目
を
転
じ
て
竜
、
こ
の
名
は
見
出
さ
れ
る
。
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
の
著

作
の
中
に
は
、
五
人
の
相
異
な
る
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
な
る
人
物
が
あ
が

　
　
　
⑦

つ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
ア
レ
オ
ス
の
子
で
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
王
、

ペ
レ
ア
ス
の
子
で
ネ
メ
ア
王
と
な
っ
た
も
の
、
及
び
、
プ
ロ
ナ
ク
ス

（
ア
ル
ゴ
ス
王
ア
ド
ラ
ス
ト
ス
の
兄
弟
）
の
子
の
一
一
一
者
が
、
い
ず
れ
も
、

ペ
　
ロ
ー
ホ
・
不
ソ
ス
に
住
し
て
い
た
、
　
と
い
・
り
占
…
に
注
日
回
し
て
し
ょ
い
。

　
さ
て
、
ネ
メ
ア
王
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
ア
ル
ゴ
ス
か
ら
テ
バ
イ
へ

向
う
七
人
の
将
軍
（
英
雄
）
に
関
連
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ

の
七
人
の
英
雄
は
、
ネ
メ
ア
に
お
い
て
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
子
オ
ペ

　
　
　
　
⑥

ル
テ
ス
の
死
に
あ
い
、
そ
の
死
を
い
た
ん
で
、
競
技
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
が
、
後
に
（
前
五
七
竺
年
以
後
）
、
全
ギ
リ
シ
ア
的
な
競
技
と
な

っ
た
ネ
メ
ア
祭
典
の
起
源
だ
、
と
い
う
（
〉
℃
o
漏
0
9
6
づ
ぴ
別
H
H
β
①
．
癖
）
Q

し
か
し
、
こ
の
競
技
は
ネ
メ
ア
の
ゼ
ウ
ス
の
神
域
で
行
な
わ
れ
る
の

だ
か
ら
（
℃
鎧
。
。
●
H
H
「
漣
』
）
、
ゼ
ウ
ス
を
讃
え
る
祭
典
で
あ
る
、
と
思

わ
れ
る
。
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
は
、
オ
ペ
ル
テ
ス
と
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
墓

が
、
こ
の
辺
り
に
あ
る
、
と
い
う
（
H
）
ρ
償
Q
o
‘
　
圃
H
■
　
一
切
．
　
ω
）
。

　
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
鉄
の
棍
棒
を
持
つ
ア
レ
イ

ト
ォ
ス
を
好
計
を
も
つ
て
殺
し
た
、
　
と
い
わ
れ
る
（
H
一
■
〈
H
H
■
一
お
睦
）
。

こ
の
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
伝
説
上
、
最
初
に
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
住
ん
だ

と
い
わ
れ
て
い
る
ペ
ラ
ス
ゴ
ス
の
七
代
の
後
憲
で
あ
る
（
言
色
。
a
．

麟
．
鮒
伺
　
℃
ρ
賃
ω
・
＜
類
回
・
ピ
睡
）
。
　
こ
の
ペ
ラ
ス
ゴ
ス
の
ツ
丁
リ
ュ
カ
オ
ソ
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は
、
リ
ュ
カ
イ
オ
ソ
山
上
に
リ
ェ
コ
ス
ラ
と
い
う
町
を
創
設
し
、
ゼ

ウ
ス
に
リ
ュ
カ
イ
オ
ス
と
い
う
字
名
を
与
え
、
リ
ュ
カ
イ
ア
の
祭
典

を
創
…
潤
し
た
（
℃
ρ
缶
ω
響
く
H
H
H
・
b
⊃
．
回
）
。
し
か
る
に
、
リ
ュ
カ
オ
ン
は
、

ゼ
ウ
ス
・
リ
ュ
カ
イ
オ
ス
に
人
間
の
赤
子
を
竜
た
ら
し
、
祭
壇
上
に

血
を
注
ぎ
な
が
ら
、
犠
牲
と
し
て
捧
げ
た
の
で
、
直
ち
に
、
五
三
騎
o
n

の
姿
に
変
ぜ
し
め
ら
れ
た
、
と
い
う
（
】
～
ρ
蔦
ω
’
　
ノ
N
H
囲
剛
。
　
も
。
。
　
ω
）
。
し
か
し
、

実
は
、
ゼ
ウ
ス
・
リ
数
カ
イ
オ
ス
と
は
、
　
「
狼
の
ゼ
ウ
ス
」
の
意
で

　
⑨
あ
り
、
．
ハ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
嗣
記
事
は
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ゼ
ウ
ス
は
狼
咽
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
リ
ュ
カ
オ
ソ
は
、
要

す
る
に
、
ゼ
ウ
ス
・
リ
ュ
カ
イ
オ
ス
崇
拝
の
創
始
着
だ
つ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
リ
ュ
カ
オ
ソ
が
リ
ェ
カ
イ
ア
祭
典
の
創
設
者
で
あ
る
、
と

い
う
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
記
事
は
ス
パ
ル
タ
の
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
（
イ

ピ
ト
ス
と
共
に
）
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
の
祭
典
を
創
設
し
た
、
と
い
う
プ
ル

タ
ル
コ
ス
の
記
事
（
い
嘱
ρ
一
旧
b
。
。
。
）
を
思
い
出
さ
し
め
る
。

　
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
と
イ
ピ
ト
ス
の
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
撒
ハ
創
胃
始
の
物
誠
㎎

は
、
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
に
あ
っ
た
エ
ケ
ヶ
イ
リ
ア
紳
藻
災
℃
“
黛
の
規
定

を
含
む
円
盤
の
上
に
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
名
を
読
ん
だ
、
と
い
う
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
に
は
じ
ま
る
（
℃
一
蛋
骨
　
ぴ
唄
O
曜
　
回
）
。
し
か
し
、
こ
の
リ
ュ
ク

ル
ゴ
ス
が
ス
パ
ル
タ
の
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
で
あ
る
、
と
断
定
す
る
の
は

早
・
計
で
あ
る
。
エ
ド
ア
ル
ト
・
マ
イ
ア
！
と
ヴ
ィ
ラ
モ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、

イ
ピ
ト
ス
も
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
も
、
共
に
、
ホ
メ
ロ
ス
に
現
れ
る
オ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ユ
ソ
ピ
ア
近
辺
の
英
雄
で
あ
る
、
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
か
の
円
盤

は
、
エ
ケ
ケ
イ
リ
ア
の
規
定
の
発
案
者
た
る
名
誉
を
英
雄
時
代
の
人

物
に
与
え
ん
が
た
め
に
、
後
世
、
作
ら
れ
た
も
の
、
と
見
な
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
祭
典
に
関
与
す
る
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス

は
、
地
理
的
に
、
か
り
ュ
ソ
ピ
ア
に
近
接
し
て
い
る
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

の
リ
諏
ク
ル
ゴ
ス
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
竜
、
彼
の
先
祖
の
中

に
、
リ
ュ
ヵ
イ
ァ
祭
典
を
創
設
し
た
リ
ュ
カ
オ
ソ
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

祭
典
創
設
は
彼
に
も
っ
と
も
似
つ
か
わ
し
い
事
業
で
あ
る
。

　
オ
リ
ュ
ン
ピ
ア
の
祭
典
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ゼ
ウ
ス
を
讃
え

る
祭
典
で
あ
る
。
先
の
ネ
メ
ア
の
場
合
も
、
リ
ュ
カ
イ
ア
祭
典
も
、

共
に
、
ゼ
ウ
ス
と
関
連
が
あ
る
。

　
ス
パ
ル
タ
で
は
、
立
法
者
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
神
と
し
て
崇
拝
さ

れ
て
い
た
、
と
い
う
。
即
ち
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
、
ス
パ
ル
タ
人
が
、

リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
に
よ
つ
て
、
立
派
な
法
制
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
、
彼
に
神
殿
を
献
じ
て
、
大
に
崇
拝
し
て
い
る
旨
、
伝
え
て
お

り
（
¢
今
H
．
①
①
）
、
エ
ポ
ロ
ス
は
「
た
だ
一
人
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
だ
け
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スパルタの鋼度とリュクルゴス伝説（新村）

に
、
神
殿
が
献
じ
ら
れ
、
毎
年
、
犠
牲
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
」
（
馨
崖
げ

く
旨
．
9
㎝
）
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
、
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
に
は
、
各
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

建
設
さ
れ
た
植
民
都
市
に
関
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
記
事

に
よ
る
と
、
植
民
都
市
の
建
設
者
は
、
死
後
、
英
雄
隷
、
ミ
リ
と
し

て
、
崇
拝
さ
れ
、
毎
年
犠
牲
が
捧
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
英
雄
を
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

念
ず
べ
き
土
地
、
即
ち
、
聖
域
が
存
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
建
設
者

を
英
雄
と
し
て
肥
る
風
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
国
都
邑
に
お
け
る
、
建

国
者
乃
至
は
国
家
の
守
護
者
と
伝
え
ら
れ
る
伝
説
的
な
英
雄
に
対
す

る
祭
礼
の
模
倣
に
他
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
、

ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
際
、
デ
ル
ポ
イ
を
攻
撃
し
た
ぺ
〃
シ
ア
人
達
を
、

武
具
を
つ
け
た
二
人
の
巨
人
が
追
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
デ
ル
ポ

イ
の
人
々
の
説
に
よ
る
と
、
そ
の
土
地
聖
守
る
英
雄
ピ
ュ
ラ
コ
ス
と

ア
ウ
ト
ノ
ォ
ス
で
、
彼
等
を
祀
っ
た
聖
域
が
デ
ル
ポ
イ
に
あ
っ
た
こ

と
を
伝
え
て
い
る
（
湿
（
置
く
類
H
・
ら
。
。
。
f
ω
Φ
）
。
こ
の
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
記
事

か
ら
見
て
も
、
ギ
リ
シ
ア
の
諸
都
市
に
、
守
護
者
と
し
て
聖
域
が
献

ぜ
ら
れ
、
犠
牲
が
捧
げ
ら
れ
、
崇
拝
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
英
雄
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

存
在
し
た
こ
と
が
、
う
か
が
わ
れ
る
。
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
と
、

ス
パ
ル
タ
に
は
、
リ
ュ
ク
ル
ギ
デ
ス
と
い
う
祭
日
が
あ
っ
た
（
謹
段
・

い
団
P
鎗
）
。
こ
の
臼
に
、
　
エ
ポ
ロ
ス
の
い
う
如
く
、
毎
年
、
犠
牲
が

捧
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
．
見
て
く
る
と
、
リ
ュ
ク

ル
ゴ
ス
に
は
、
そ
の
土
地
を
守
る
伝
説
上
の
英
雄
と
類
似
せ
る
性
格

が
、
か
な
り
、
強
く
存
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
ド
リ
ス
人
の
問
で
は
、
ゼ
ウ
ス
の
信
仰
が
篤
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

ク
セ
ノ
ポ
ン
、
　
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
な
ど
か
ら
、
う
か

　
　
⑱

が
え
る
。
そ
れ
故
、
ド
リ
ス
人
が
ス
パ
ル
タ
の
町
を
建
設
し
た
時
、

少
く
と
も
、
守
護
神
の
一
と
し
て
、
ゼ
ウ
ス
を
と
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
し
か
る
に
、
そ
の
ゼ
ウ
ス
は
、
ラ
コ
ニ
ア
近
辺
の
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
、
ネ
メ
ア
に
お
い
て
は
、
特
に
、
英
雄
（
ま
た
は
王
）
リ
ュ
ク
ル
ゴ

ス
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
先
に
見
た
。
即
ち
、
こ
れ
ら

の
土
地
で
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
ゼ
ウ
ス
を
讃
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。

ド
リ
ス
人
の
問
に
お
け
る
ゼ
ウ
ス
信
仰
は
、
た
と
え
、
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
、
ネ
メ
ア
な
ど
に
お
け
る
そ
れ
と
は
、
異
質
的
な
屯
の
で
あ
っ
た
、

と
し
て
も
、
ゼ
ウ
ス
を
通
じ
て
、
そ
れ
と
関
係
深
い
り
ュ
ク
ル
ゴ
ス

の
名
が
、
ス
パ
ル
タ
の
ド
リ
ス
人
の
中
に
侵
入
し
て
く
る
こ
と
は
、

十
分
考
え
ら
れ
る
Q
し
か
る
に
、
ス
パ
ル
タ
に
お
い
て
は
、
ゼ
ウ
ス

は
国
家
の
守
護
神
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
り
誹
ク
ル
ゴ
ス
は
、
ス
。
ハ
ル

タ
で
は
、
国
資
を
建
設
し
、
か
つ
、
守
護
す
る
英
雄
と
し
て
、
現
れ
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る
の
は
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
リ
ュ
グ
ル
ゴ
ス
は
、
そ
の
名
は
、
近
辺

の
諸
地
方
か
ら
、
と
り
入
れ
た
と
し
て
竜
、
そ
の
建
国
英
雄
と
い
う

名
誉
を
持
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
ス
パ
ル
タ
に
お
い
て
与
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

①
こ
の
断
片
は
歪
鼻
ジ
・
ρ
ρ
望
。
（
ド
～
、
崇
蜀
⑦
に
も
引
用
さ
れ

　
て
い
w
’
9
。

②
　
ア
ギ
ス
家
　
の
郊
ボ
徽
昭
に
は
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
と
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
と
の
問
に
、

　
…
致
し
て
い
な
い
点
は
全
く
な
い
。

③
ソ
オ
ス
は
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
と
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
の
初
期
の

　
王
達
の
中
で
、
最
も
尊
崇
さ
れ
、
ヘ
ロ
ス
を
隷
属
せ
し
め
、
ア
ル
カ
デ
ィ

　
ア
の
土
地
を
奪
っ
た
、
と
い
う
（
℃
｝
⇔
叶
．
び
）
「
O
■
悼
）
。
し
か
し
、
ヘ
ロ
ド
ト

　
ス
聴
代
に
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
時

　
代
が
ア
ギ
ス
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
お
か
れ
、
業
績
も
、
ア
ギ
ス
と
類
似
し
て

　
い
る
点
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
、
よ
り
早
く
有
力
と
な
っ
た
ア
ギ
ス

　
家
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
後
に
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
側
が
案
出
し
た
仮
空

　
の
人
物
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

④
　
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
、
ア
ゲ
シ
ポ
リ
ス
な
ど
。
特
に
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
は
、

　
ア
ゲ
シ
ラ
オ
ス
の
即
位
後
、
間
も
な
く
Ω
田
三
九
六
年
）
、
理
由
あ
っ
て

　
亡
命
し
、
ア
ゲ
シ
ポ
リ
ス
が
後
を
継
い
だ
が
、
彼
は
、
当
時
、
幼
少
で
あ

　
つ
て
（
℃
p
壽
邑
H
類
．
9
刈
）
、
見
る
べ
き
行
動
を
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

⑤
ア
ギ
ス
家
の
諸
王
は
、
ア
ギ
ス
を
は
じ
め
、
ア
ル
ケ
ラ
オ
ス
、
テ
レ
ク

　
¢
ス
な
ど
、
国
家
の
基
礎
を
か
た
め
、
更
に
発
展
す
る
基
盤
を
培
っ
て
い

　
る
が
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
の
方
は
、
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
で
名
を
な
し
た
テ

　
オ
ポ
γ
ボ
ス
が
守
る
ま
で
は
、
見
る
べ
さ
業
績
の
あ
る
王
は
1
1
i
ヘ
ロ
ド

　
ト
ス
の
伝
え
る
王
の
中
に
は
一
な
い
。
こ
れ
は
、
ア
ギ
ス
家
が
・
、
ま
ず
、

　
最
初
に
他
象
よ
り
も
有
力
と
な
っ
た
こ
と
を
、
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

　
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ン
家
も
、
後
に
、
ア
ギ
ス
家
と
岡
垣
、
有
力
と
な
る
と
、
そ

　
れ
と
対
抗
す
る
た
め
、
祖
先
の
中
に
、
す
で
に
ア
ギ
ス
時
代
に
そ
れ
と
並

　
ぶ
べ
き
人
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
寛
伝
し
ょ
う
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
動
き

　
が
多
く
の
業
績
を
有
す
る
ソ
ナ
ス
な
る
仮
空
の
人
物
を
、
そ
の
系
譜
の
中

　
に
、
挿
入
せ
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
へ
註
③
参
照
）

⑥
リ
ェ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
エ
ウ
ノ
モ
ス
の
子
（
一
認
に
は
兄
弟
）
と
さ
れ
て

　
い
る
。
エ
ウ
ノ
モ
ス
は
エ
ウ
ノ
ミ
ア
＆
苫
ミ
9
一
善
き
秩
序
1
の
擬

　
人
化
か
、
と
愚
わ
れ
る
。
ま
た
、
伝
承
上
、
エ
ウ
ノ
モ
ス
な
る
名
の
王
が

　
存
在
し
た
こ
と
は
、
メ
ッ
セ
、
ニ
ア
戦
争
前
に
、
侮
ら
か
の
改
華
が
あ
っ
て
、

　
新
秩
序
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
先
に
述

　
べ
た
第
一
の
改
革
・
期
（
前
八
世
紀
初
頭
）
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。

⑦
こ
の
五
人
は
、
ω
ア
レ
オ
ス
の
子
（
〉
℃
O
ま
9
切
量
．
目
．
○
。
．
b
。
簿
ρ
）
、

　
②
ド
リ
議
ア
ス
の
エ
」
（
囲
團
阿
．
軌
．
一
〇
叶
。
噸
）
、
㈹
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
エ
」
（
囲
剛
．
メ

　
o
◎
）
、
ω
ペ
レ
ス
の
子
（
り
り
．
置
Φ
汁
。
．
）
、
㈲
プ
ロ
ナ
ク
ス
の
子
（
り
P

　
μ
G
。
簿
ρ
）
。

⑧
彼
は
、
死
後
、
ア
ル
ケ
モ
ロ
ス
と
呼
ば
れ
た
（
〉
勺
O
蓉
塾
目
H
’
9
幽
）
。

⑨
瞬
震
曾
讐
一
五
L
7
身
憂
。
ざ
偬
一
①
斜
費
○
ユ
①
駐
窪
．
ω
．
8
・

⑩
竃
①
聴
欝
団
傘
鴨
脚
扇
9
昌
σ
q
窪
N
鴛
巴
け
魯
O
。
ω
g
三
副
ε
H
．
u
り
響
8

　
蹴
Q
Q
■
卜
o
o
。
ピ

　
℃

⑪
ソ
、
【
①
饗
斜
国
立
。
n
男
o
七
島
毎
一
σ
Q
①
⇒
N
．
p
．
Ω
①
ω
9
」
．
ω
◆
．
認
ご
／
＜
鵠
㌣

　
ヨ
O
毛
起
N
－
営
。
Φ
謀
2
ム
。
同
簿
d
’
　
ω
夢
前
ヨ
惹
O
o
。
。
o
に
伍
。
｝
第
津
伽
賃
○
甑
？
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スパルタの鰯度とジ”クルゴス｛鷺・i説（新樋）

　
鼠
さ
じ
ψ
G
O
O
な
お
、
囲
P
く
自
一
薩
卜
。
傘
○
阜
閑
区
H
一
薩
螢

⑫
　

ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
は
、
ア
ブ
デ
ラ
轟
串
を
建
二
二
し
た
テ
ィ
メ
シ
オ
ス
が
、
後

　
に
、
テ
オ
ス
の
人
々
に
英
雄
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
こ
と
（
目
．
霧
◎
。
）
、
ま
た
、

　
ミ
ル
テ
ィ
ア
デ
ス
が
、
ケ
ル
ソ
ネ
ソ
ス
で
建
鰯
者
と
し
て
配
ら
れ
た
こ
と

　
（
＜
捗
ω
o
。
）
が
記
さ
れ
、
ト
ウ
キ
ェ
デ
ィ
デ
ス
に
は
、
ア
ン
ピ
ポ
リ
ス
の

　
人
々
は
、
バ
グ
ノ
ン
を
衛
の
際
祖
と
し
，
て
崇
め
て
い
た
が
、
後
に
、
ブ
ラ
シ

　
ダ
ス
に
そ
の
名
瞥
が
与
え
ら
れ
た
凄
情
を
述
べ
て
い
る
（
一
門
一
H
O
O
．
　
＜
．
　
一
同
）
。

　
　
な
お
、
ブ
ゾ
ル
ト
や
ベ
ン
グ
ト
ゾ
ソ
は
、
樒
民
市
の
建
設
藩
。
～
ミ
q
哩
ン
n

　
は
、
死
後
、
英
雄
誉
ε
ハ
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、
毎
年
、
犠
牲
が
供
さ
れ
る

　
の
が
一
匹
で
あ
る
、
と
い
う
（
b
ご
口
ω
o
搾
○
◆
四
〇
目
冨
。
げ
．
Q
り
雰
ρ
駐
開
忘
乙
。

　
幹
①
課
一
切
。
昌
σ
q
鍍
o
P
甲
圏
L
O
ユ
③
o
匡
し
朔
0
7
0
0
窃
。
窯
。
簿
¢
ω
．
Q
。
Φ
）
。

⑬
　
汕
割
註
⑫
に
あ
げ
り
た
ブ
ラ
シ
ダ
ス
の
場
A
R
、
ブ
ラ
シ
ダ
ス
の
記
念
物
に
、

　
ぐ
る
り
と
囲
い
を
し
た
、
と
い
う
。
こ
れ
も
、
小
規
模
な
が
ら
、
蟄
域
で

　
あ
ろ
う
。

⑭
b
ご
霞
舞
耐
量
象
こ
∴
O
ユ
①
。
ぼ
。
。
。
ぎ
泥
引
欝
お
霧
。
窯
。
三
①
H
H
．
Q
Q
曜
ひ
。
ω
㎝

　
（
9
諺
語
節
）
参
照
。

⑯
　
ク
セ
ノ
ポ
ン
に
よ
る
と
、
軍
隊
の
出
発
に
先
立
っ
て
、
ゼ
ウ
ス
・
ア
ゲ

　
ト
ル
に
、
国
境
に
お
い
て
は
、
ゼ
ウ
ス
と
ア
テ
ナ
に
犠
牲
を
捧
げ
る
、
「
と

　
い
う
（
一
ピ
，
O
．
　
℃
（
）
一
’
　
〉
ハ
囲
同
H
．
　
b
⊃
．
）
。
ブ
ル
タ
ル
コ
ス
に
よ
る
と
、
レ
ト
ラ
に

　
お
い
て
、
ゼ
ウ
ス
と
ア
テ
ナ
の
神
殿
を
建
立
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

　
い
る
（
U
《
ρ
①
）
。
な
お
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
に
は
、
ス
パ
ル
タ
王
は
、
ゼ
ウ

　
ス
・
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
と
ゼ
ウ
ス
・
ウ
ラ
ニ
ォ
ス
と
の
司
祭
で
あ
っ
た
、
と

　
あ
る
（
＜
播
㎝
①
）
。

四
英
雄
と
立
法
者

　
並
剛
血
畢
に
お
い
て
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
、
太
「
来
は
、
ス
パ
ル
タ
の
隷
伸

国
者
、
守
護
看
た
る
英
雄
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
述

べ
た
。
次
に
、
こ
の
リ
ェ
ク
ル
ゴ
ス
と
立
法
者
の
関
係
を
見
て
ゆ
こ

う
。　
先
に
亀
触
れ
た
如
く
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
立
法
者
で
あ
る
、
と
い

う
伝
説
は
、
す
で
に
、
前
五
世
紀
に
存
在
し
て
い
た
。
へ
μ
ド
ト
ス

に
見
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
伝
説
は
、
い
ま
だ
、
定
型
を
得
て
は
い
な

い
。
し
か
し
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
ス
パ
ル
タ
の
政
治
組
織
と
軍
事
組

織
を
定
め
た
、
と
い
う
大
筋
は
、
確
立
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
一
方
、
プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
「
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
伝
」
の
分
析
か
ら
、

立
法
者
の
現
れ
た
時
期
が
前
後
二
回
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
し
た
。
そ

の
第
一
の
時
期
は
、
前
八
世
紀
前
半
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
最
大
の

改
革
は
、
五
部
族
の
設
定
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
共
に
、
旧
習
的
な
民

会
と
長
老
会
と
を
、
．
法
的
な
存
在
た
ら
し
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

故
、
こ
れ
は
政
治
組
織
の
改
革
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
の
改
雷
蕊
期
は
、
第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
の
後
、
即
ち
、
晶
嗣

七
世
紀
後
半
（
遅
く
と
も
、
前
六
世
紀
初
頭
）
で
あ
る
。
鎖
国
主
義
を
と
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夢
、
特
に
、
市
民
に
平
等
の
観
念
を
植
え
つ
け
る
た
め
に
、
古
く
か

ら
の
慣
習
を
、
改
め
て
、
制
度
化
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
慣
習
の
制
度
化
一
1
会
食
の
制
度
の
採
用
一
は
、
軍

纂
・
的
な
匿
的
を
、
多
分
に
含
ん
だ
竜
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の

期
の
改
革
は
、
付
随
的
に
、
政
治
的
な
改
革
を
伴
っ
て
い
た
、
と
し

て
も
、
軍
事
的
目
的
で
の
改
革
と
い
う
得
る
。

　
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
記
述
は
、
正
に
、
こ
の
両
時
期
の
改
革
を
、
唯
一

人
の
立
法
者
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
に
帰
さ
し
め
、
そ
の
他
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス

の
時
代
に
存
在
し
て
い
た
諸
規
定
を
も
、
こ
の
立
法
者
の
定
め
た
竜

の
、
と
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
竜
、
そ
れ
が
、
レ
オ
ボ
テ

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ス
の
治
世
で
あ
る
、
と
い
う
の
だ
か
ら
、
第
一
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争

以
前
で
あ
り
、
当
然
、
そ
れ
は
、
前
九
世
紀
末
乃
至
前
八
世
紀
初
頭
、

と
い
う
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
は
、
第
一
の
改

革
期
に
、
す
べ
て
を
帰
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス

は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
崇
拝
さ
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
ス
パ
ル
タ

入
の
従
う
べ
き
善
き
法
を
定
め
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
即
ち
、
ス

パ
ル
タ
で
は
、
前
五
世
紀
中
葉
に
は
、
す
で
に
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は

立
法
者
、
と
い
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
前
五
…
笹
紀
と
い
え
ば
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
と

い
う
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
に
お
け
る
二
大
戦
が
あ
う
た
時
代
で
あ
る
。

前
者
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
全
体
と
外
国
人
と
の
戦
争
で
あ
っ
た
。
ぺ
ρ

シ
ア
戦
争
の
際
、
し
ば
し
ば
、
ギ
リ
シ
ア
軍
を
励
ま
し
、
勝
利
を
得

せ
し
め
た
も
の
が
あ
る
。
張
れ
は
、
伝
説
的
な
、
建
国
の
英
雄
，
、
護

国
の
英
雄
で
あ
る
。
デ
ル
ポ
イ
攻
撃
の
際
に
も
（
鵬
翼
．
＜
煽
H
．
ω
。
。
－
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

章
参
照
）
、
マ
ラ
ト
ソ
の
会
戦
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
を
守

る
英
雄
が
現
れ
て
、
あ
る
い
は
敵
中
に
突
入
し
、
あ
る
い
は
ギ
リ
シ

ア
軍
・
を
防
護
し
た
、
　
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
　
プ
ラ
タ
イ
ア
イ
の
戦

闘
の
前
に
、
こ
の
町
の
建
設
者
た
る
七
人
の
英
雄
に
犠
牲
を
捧
げ
た

（
型
9
・
〉
ユ
も
巾
梓
。
乙
。
ω
臨
）
の
も
、
彼
等
弗
央
雄
の
援
助
を
期
待
し
た
が
た

め
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
英
雄
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

実
際
に
、
自
分
達
と
共
に
戦
っ
た
と
信
じ
て
い
る
。

　
外
同
と
の
激
烈
な
戦
争
が
起
つ
た
場
合
に
は
、
愛
国
心
が
高
ま
る
。

少
く
と
も
、
前
貸
世
紀
の
最
初
の
二
十
乃
至
三
十
年
は
、
ギ
リ
シ
ア

に
お
い
て
、
特
に
、
愛
国
心
の
高
揚
が
見
ら
れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
に
お

い
て
愛
国
心
が
高
ま
る
時
、
彼
等
ギ
リ
シ
ア
人
達
が
思
い
出
す
の
は
、

当
然
、
膚
国
の
建
設
者
、
守
護
者
と
し
て
の
英
雄
で
あ
る
。
殊
に
、

外
國
人
（
ギ
リ
シ
ア
罠
族
以
外
の
）
と
の
戦
争
に
際
し
て
は
、
各
地
で
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
英
雄
が
現
れ
る
。
愛
国
心
の
高
ま
る
の
に
つ
れ
て
、
こ

れ
ら
の
英
雄
に
対
す
る
尊
崇
も
、
一
層
、
高
ま
る
。

　
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
如
き
危
急
の
場
合
、
ス
パ
ル
タ
に
ま
で
は
、
ペ

ル
シ
ア
軍
は
、
侵
入
し
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
、
ス
パ
ル
タ
人
の
間

で
は
、
建
国
者
で
あ
り
、
守
護
者
で
あ
る
英
雄
リ
ュ
ク
ル
．
コ
ス
が
、

盛
に
、
崇
拝
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
．

　
ま
た
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
を
契
機
と
し
て
、
ス
パ
ル
タ
は
、
外
国
と

の
交
渉
を
再
開
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
ア
テ
ナ
イ
そ
の
他
と
の

交
流
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
諸
国
の
文
物
が
ス
パ
ル
タ

に
流
入
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
諸
国
の
慣
習
や
政
治

思
想
も
、
こ
の
頃
、
ス
パ
ル
タ
人
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
で
、
彼
等
は
、
テ
セ
ウ
ス
や
ソ
ロ
ン
と
密
接
に
結
び
つ
け

ら
れ
て
い
る
ア
テ
ナ
イ
の
立
法
事
業
や
、
コ
リ
ン
ト
ス
の
ペ
イ
ド
ソ
、

テ
バ
イ
の
ピ
ロ
ラ
オ
ス
な
ど
の
事
業
を
も
、
知
る
に
至
っ
た
で
あ
ろ

う
。
と
す
れ
ば
、
彼
等
の
間
に
も
、
こ
れ
ら
と
並
ぶ
立
法
老
が
、
当

然
、
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
、
最
竜
容
易
に
思
い
出
さ
れ
る

の
は
、
第
二
次
メ
ッ
セ
ニ
ア
戦
争
後
の
立
法
者
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

テ
ユ
ル
タ
イ
オ
ス
の
詩
か
ら
も
知
ら
れ
る
如
く
、
そ
れ
以
前
に
・
も
、

す
で
に
、
秩
序
あ
る
政
治
組
織
が
存
し
た
、
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ

れ
を
定
め
た
立
法
者
も
あ
っ
た
。
こ
の
二
回
の
立
法
事
業
の
思
い
出

が
合
二
さ
れ
て
、
テ
ユ
ル
タ
イ
オ
ス
以
前
の
あ
る
時
期
に
、
今
日
ま

で
、
変
る
と
こ
ろ
の
な
い
優
れ
た
法
が
、
神
に
よ
っ
て
、
立
法
者
に

授
け
ら
れ
た
、
と
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
も
は
や
、
こ
れ
は

立
法
伝
説
と
呼
ば
れ
る
べ
き
竜
の
に
な
る
。
こ
の
法
の
権
威
は
、
神

か
ら
授
け
ら
れ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
即
ち
、
立
法
者
と
は
、

神
か
ら
法
を
授
か
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
諸
制
度
を
整
備
し
た
人

」
物
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
こ
の
事
業
を
行
な
っ
た
人
物
を
誰
と
な
す
か
、
と
い
う
問

題
が
あ
る
。
実
際
に
、
前
八
世
紀
前
半
、
及
び
、
前
七
世
紀
後
半
に

立
法
者
が
あ
り
、
そ
の
名
が
、
嶺
時
は
、
伝
え
ら
れ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
立
法
者
は
、
国
家
の
基
礎
が
与
え

ら
れ
た
時
代
の
人
物
で
あ
る
、
と
す
る
の
だ
か
ら
、
ま
た
、
こ
の
優

れ
た
法
に
よ
っ
て
、
今
日
の
発
展
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
国
家

を
建
設
し
、
守
護
す
る
英
雄
が
、
そ
の
古
さ
か
ら
考
え
て
も
、
立
法

と
い
う
事
業
か
ら
考
え
て
も
隔
最
も
適
切
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
英

雄
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
は
、
立
法
者
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
し
か
る
に
、
一
方
で
は
、
こ
の
時
代
に
、
国
憲
守
護
の
英
雄
と
は
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盧
接
闘
事
な
く
、
ス
パ
ル
タ
の
王
家
の
系
譜
が
、
す
で
に
、
成
立
し

て
い
た
。
即
ち
、
ア
ギ
ス
家
と
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
の
代
女
の
各
王
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

名
が
、
ほ
ぼ
、
確
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
両
家

と
も
、
そ
の
中
に
、
立
法
事
・
業
を
行
な
っ
た
王
ま
た
は
王
族
を
含
ん

で
い
な
い
。
し
か
る
に
、
前
述
の
如
く
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
立
法
者

と
し
て
現
れ
6
と
、
優
れ
た
立
法
事
業
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
両
王
家
が
、
競
っ
て
、
こ
の
立
法
者
の
自
家
に
属
す
べ
き
こ
と

を
主
張
し
は
じ
め
た
、
と
思
わ
れ
る
。
ア
ギ
ス
家
は
名
言
ア
ギ
ス
の

子
で
あ
る
、
と
し
、
エ
ウ
リ
ュ
ポ
ソ
家
は
、
何
等
か
の
形
で
、
エ
ウ

ノ
モ
ス
と
結
び
つ
け
た
。
そ
の
後
、
両
王
家
の
力
関
係
に
よ
っ
て
、

即
ち
、
王
と
し
て
勢
力
の
強
い
方
の
王
家
が
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
自

家
に
本
刷
す
る
こ
と
を
主
｝
張
し
た
も
の
、
と
田
心
わ
れ
る
。
ヘ
ロ
ド
ト
ス

が
、
ア
ギ
ス
家
に
属
す
、
と
な
し
た
（
凱
象
’
H
■
O
切
）
の
は
、
当
時
、

ア
ギ
ス
家
の
方
が
勢
力
が
強
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　
か
く
し
て
、
か
っ
て
の
建
国
英
雄
、
護
国
英
雄
は
、
ペ
ル
シ
ア
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

争
後
に
、
立
法
者
に
転
身
し
、
更
に
、
ス
パ
ル
タ
王
家
の
中
に
、
組

み
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
過
去
に
、
偉
大
な
立
法
考
を
求
め
ん
と
す
る
時

期
が
、
ペ
ル
シ
ア
戦
争
の
直
後
に
存
在
し
た
、
と
い
う
ス
パ
ル
タ
の

特
殊
事
情
を
考
え
れ
ば
、
前
五
世
紀
に
、
立
法
者
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が

出
現
し
た
こ
と
は
、
容
易
…
に
、
理
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
も
、
英
雄
リ

ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
熱
心
な
崇
拝
が
な
さ
れ
て
い
た
時
期
が
、
過
去
に
立

法
者
を
求
め
ん
こ
と
を
欲
し
た
時
期
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、

一
層
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
立
法
者
へ
の
転
身
を
容
易
な
ら
し
め
た
の

で
あ
．
る
。

①
　
パ
ウ
サ
ニ
ァ
ス
は
ラ
ボ
タ
、
ス
と
記
す
（
国
』
b
）
。

⑨
　
パ
ウ
サ
エ
ア
ス
に
よ
る
と
、
茜
圃
七
四
三
一
七
二
四
年
で
あ
る
（
第
一
章
・

　
参
照
）
。
　
こ
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
若
干
異
説
も
・
あ
る
が
、
前
八
世
紀
後

　
半
で
あ
る
点
は
、
　
一
致
し
て
い
る
。

③
エ
ヶ
ト
ラ
イ
ォ
ス
ど
呼
ば
れ
る
英
雄
が
現
れ
て
、
ペ
ル
シ
ア
軍
を
悩
ま

　
せ
た
、
と
い
う
（
℃
p
餌
紛
●
瞬
■
Q
Q
ひ
。
．
G
【
）
。
そ
の
他
、
当
時
の
人
々
は
、
マ
ラ

　
ト
ソ
や
テ
セ
ウ
ス
も
共
に
戦
っ
て
い
る
の
を
見
た
、
と
い
う
（
勺
9
償
も
つ
．
騨

　
ω
b
⊃
噸
蒔
嚇
℃
言
ド
日
財
。
も
謄
．
ω
凱
）
。
ま
た
、
サ
ラ
ミ
ス
の
海
戦
の
際
に
も
、
英

　
雄
の
出
現
が
俵
え
ら
れ
る
（
国
α
ρ
＜
H
昌
．
①
合
唱
冒
壁
目
び
①
営
置
¢
一
切
一
、

　
℃
¢
β
ω
．
困
・
ω
①
・
日
）
。

④
テ
ミ
ス
ト
ク
レ
ス
は
、
ペ
ル
シ
ア
軍
を
撃
退
し
た
の
は
我
々
で
は
な
く
、

　
神
や
英
雄
の
仕
業
で
あ
る
、
と
さ
え
い
っ
て
い
る
（
｝
園
縣
け
．
　
ノ
㍉
嗣
剛
同
．
　
一
〇
Φ
）
。

⑤
　
前
章
で
述
べ
た
如
く
、
前
五
世
紀
に
は
、
エ
ゥ
リ
ュ
ポ
ン
家
の
方
は
、

　
完
全
に
確
定
し
た
、
と
は
断
「
　
　
．
口
し
得
ぬ
点
も
あ
る
。

⑥
デ
ル
ポ
イ
の
巫
女
が
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
に
、
政
治
組
織
を
語
っ
た
と
い
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スパルタの翻渡とリュクルゴス像説（新村）

う
へ
μ
ド
ト
ス
の
伝
え
る
伝
説
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
立
法
者
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
作
ら
れ
た
物
語
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
た
だ
、

こ
の
物
語
に
お
い
て
、
巫
女
が
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
を
神
と
呼
ぶ
べ
き
か
、

人
と
呼
ぶ
べ
き
か
迷
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
、
本
来
、

神
で
も
人
間
で
も
な
く
、
そ
の
両
春
の
中
間
に
位
す
る
英
雄
で
あ
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
国
自
叶
」
．
①
㎝
参
照
）
。

む
　
　
す
　
　
び

　
前
五
世
紀
に
現
れ
た
と
こ
ろ
の
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
を
立
法
者
と
す

る
伝
説
は
、
前
四
世
紀
に
発
展
し
た
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
時
代
に

は
、
土
地
の
不
平
等
の
甚
し
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
か
く
の
如

き
状
態
は
、
以
前
か
ら
で
あ
っ
た
、
と
し
て
も
、
前
回
世
紀
末
の
ペ

ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
の
勝
利
が
、
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
、
と
思
わ
れ

る
．
プ
ル
タ
ル
コ
ス
は
、
こ
の
勝
利
が
、
ス
パ
ル
タ
の
社
会
に
、
大

な
る
変
化
を
ひ
き
起
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
（
コ
暮
．
身
脇
・
§
）
。

即
ち
、
莫
大
な
黄
金
の
流
入
に
伴
っ
て
、
生
活
は
三
七
と
な
り
、
よ

う
や
く
、
質
実
剛
健
の
気
風
が
廃
れ
て
き
た
。
そ
れ
と
共
に
、
土
地

の
兼
併
も
進
ん
だ
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
時
、
識
者
の
間
に
、
富
の
不
平
等
の
匡

正
ド
ー
貴
金
属
貨
幣
の
使
用
禁
止
、
土
地
の
平
等
分
配
一
を
望
む

声
が
あ
が
る
。
そ
の
た
め
に
、
古
き
時
代
の
立
法
者
が
思
い
出
さ
れ

る
。
会
食
の
制
度
な
ど
に
お
い
て
、
市
民
の
平
等
な
る
生
活
を
望
ん

だ
立
法
者
と
し
て
、
貴
金
属
貨
幣
の
優
用
禁
止
、
土
地
の
再
分
配
な

ど
を
行
な
う
の
は
、
不
合
理
で
な
い
。
彼
等
識
者
の
望
む
べ
き
状
態

が
過
去
に
存
在
し
た
、
と
考
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
当
時
の
人
々
に

と
っ
て
は
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
時
代
以
外
に
は
あ
り
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
識
者
間
の
風

潮
が
、
固
め
ら
れ
て
、
土
地
再
分
配
の
如
き
改
革
を
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス

が
行
っ
た
、
と
い
う
説
が
出
現
す
る
。
と
す
れ
ば
、
リ
詠
ク
ル
ゴ
ス

伝
説
が
伝
説
と
し
て
定
型
を
得
、
成
立
し
た
の
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
以
後
で
あ
る
。
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
前
三
世
紀
も
後
半
に
な
る
と
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
私
度
を
復
活
し

て
、
国
家
を
建
て
直
さ
ん
と
す
る
も
の
ー
ー
ア
ギ
ス
四
民
、
ク
レ
ォ

メ
ネ
ス
三
世
一
が
現
れ
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
時
代
に
は
、
す
で
に
、

定
型
を
得
て
い
た
、
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
彼
等
に

と
っ
て
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
時
代
は
、
過
去
に
実
際
に
存
在
し
た
も

の
、
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

プ
ル
タ
ル
コ
ス
の
伝
え
る
り
・
幽
ク
ル
ゴ
ス
の
行
っ
た
改
革
の
中
で
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は
、
先
に
、
単
な
る
虚
構
乃
至
は
願
望
と
考
え
た
土
地
再
分
配
が
、

重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
そ
れ
故
、
私
は
、
土
地
再
分
配
が
、

リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
の
事
皿
栗
と
信
じ
ら
れ
る
よ
・
つ
に
な
っ
た
時
を
、
リ
ュ

ク
ル
ゴ
ス
伝
説
の
成
立
し
た
時
期
と
考
え
る
べ
き
だ
、
と
思
う
。
と

す
る
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
時
代
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
後
に
プ
ル
タ
ル
コ
ス
が
伝
え
る
如
き
、
詳
細

な
…
数
字
を
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
数
字
は
、
少
な
く
と
も
、
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
以
後
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
ア
ギ
ス
四
世
の
頃
に
、
…
一

あ
る
い
は
、
ア
ギ
ス
四
世
自
身
に
よ
っ
て
か
も
し
れ
な
い
一
…
一
定
め

・
り
、
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
甚
剛
一
二
世
紀
中
弗
莱
を
リ
ュ
ク
ル

ゴ
ス
伝
説
の
成
立
期
と
見
る
。
即
ち
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
が
種
々
の
改

革
を
行
っ
た
、
と
い
う
伝
説
は
、
前
五
世
紀
に
、
そ
の
筋
芽
が
見
ら

れ
、
前
四
世
紀
に
、
様
女
な
扮
飾
を
施
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
後
半

以
後
、
定
型
化
の
方
向
に
進
み
、
前
三
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
よ
う

や
く
、
定
型
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
蒔
、
成
立
し
た
伝
説
は
、

も
は
や
、
重
大
な
変
更
も
行
な
わ
れ
ず
、
ま
た
、
そ
れ
以
上
に
、
大

な
る
事
業
も
付
加
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
プ
ル
ぶ
ル
潔
ス
の
時
代
ま
で
、

伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
三
四
世
期
は
、
そ
れ
故
、
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
伝
説
の
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
も
，
こ
の
時
代
は
、
ス
パ
ル
タ
の
衰
退

期
に
あ
た
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
、
伝
説
形
成
を
促
進
し
た
、
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
衰
退
を
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
何
ら
か
の
大
改

革
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
は
、
現
今
心
要
な
改
革
の

模
範
と
も
な
る
べ
き
も
の
、
と
し
て
、
伝
承
の
い
う
古
の
偉
大
な
立

法
者
の
時
代
は
著
し
く
理
想
化
し
て
見
ら
れ
る
可
能
性
が
強
い
。
リ

ュ
ク
ル
ゴ
ス
伝
説
の
中
で
、
土
地
再
分
配
の
行
な
わ
れ
た
そ
の
方
法

が
、
特
に
、
理
想
的
な
形
に
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
こ
の
土
地
再
分

配
の
物
語
が
、
こ
の
時
代
に
現
れ
た
こ
と
を
裏
書
す
る
。

　
リ
ュ
ク
ル
ゴ
ス
伝
説
の
形
成
期
が
、
偶
然
に
も
、
ス
パ
ル
タ
の
衰

退
期
に
当
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
衰
退
期
で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、

伝
説
が
形
成
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。
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increaed　rapidily　4nd　the　productive　power　progressed　and　develeped，

deserving　the　maifn　rice－producing　ac　rea　in　China．

　　Rice－producing　for　a　commodity　called　E　direct　investment　of

capital　to　the　production，　which　promoted　large　land－holdings；　then

many　C］zu－hu．　held　their　position　by　renting　rich　houses．　Economic

growth　in　this　road　ac　rea　’垂窒盾モ?ｅｄｅｄ　under　£he　balance　o£　interdepen－

dence　of　land－holdings　by　rich　houses　and　the　teac　ring　in　fragments

of　direct　producing　houses．

　　　　　　　　Spartan　State　System　and　Lycurgan　Legend

　　　　　　　　　　Formation　of　legislative　legend　and　its　period

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yaichir6　Niimura

　　Since　the　5　th　century　B．　C．，　Greek　legend　told　Lycurgos　as　a

person　who　arranged　the　Spartac　n　state　system，　but　at　first　the

Spartac　n　institutions　had　not　any　relation　with　the　name　of　Lycurgos．

Then，　when　and　why　tbis　relation　was　formed　have　hardly　been

studied，　bttt　without　examinating　these　points，　the　formation　of　the

Lycurgos　legend　cannot　be　discussed．

　　At　first，　1　trace　back　its　origin　without　any　consideration　of

Lycurgos，　and　show　the　so－called　‘Lycurgos　system’　a　unification

of　two　systerns，　one　was　at　the　beginning　of　the　8　th　centttry　B．　C．

and　the　otlaer　after　the　2　nd　Messenian　War．　Next，’　1　research　the

personftc　lity　oi　Lycurgos　who　is　thought　to　have　no　relation　with　the

legislative　worl〈，　which　is　of　the　reac　l　Defender　o£　the　fatherland．

　　These　two　questions，　the　forming　process　and　a　personal　history

of　Lycurgos，　are　treated　in　this　article，　which　offer　some　suggestion

to　explan　the　bacl〈ground　of　forma．　tion　of　the　legislative　legend．
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